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建築用針葉働材の|耐朽性に闘する研究

島林業試験場技師 ~b 君
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1 *者 仁ヨ

本報告に記載する木材腐何菌に就きでは.己に林業試験報告第 28 器及 30 就に於て之れが形

態設に生理に開して梢々詳細に亙りて記述し?とるい其の後同一木材腐朽菌に劃して主題の如

き事項に閲して寛験したるを以て弐陀之れを報告せむと欲す。本質験に営りでは元林業試践場

投手深津隆一郎氏及助手温水竹則氏等.を努せしこと大なりま主に記して謝意を表す。

1I 針葉樹材の耐朽性

日本に産する各種の針葉樹材は.己に土木建築の方面に貰際に使用され.其の耐何性の大韓

に就きては一般に知らる L 所なるい各木材が質際に使用さる L 個所の環境は決して同一在る

ものにあらざると共に.其鹿に護生する木材腐朽菌の種類亦自ら異なるを以て同ーの目的1亡使

用されたる同一種材にして.ーは甚き長年月の使用に堪へ他は比較的短時日聞に腐何するが如

き質例は常に見聞する所なるを以て.甲乙雨材の腐何性を比較する揚合には可及的に其の環境

要素を同一にするを必要とするを以て著者は同一種の木材腐朽菌を人工的に接種し.同ーなる

方法の下 iて耐朽試験を行ひ其の成績を調査せり口

，、~

111 耐朽性賓験に関する既往の文献

木材の耐朽性の質験方法に就きでは古来多数の研究者の蛮表あり，三たに其の二，三の物t亡就
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き記述すべし口

1904年 TUBEUF 氏仁 1)はナミグタタ (JJ1m"ulius lac1"ymαns) を 使用し. マツ.ハンノキ.ヵ

パ等の如きもの L 試験材に10箇月間繁殖せしめたる後試験前後に於ける乾燥重量の差を求めて

之れが耐貯性を考察せり。 1915年 O. WE四ER，氏(2)は針j閲雨樹材合計 9 種より小形主主る試

験材を木取り.之れを lI{endùls 菌に因り腐朽したる被害材に置き穴庫内にて約10箇月間放置

したる後試験材の嬰化J伏態に依りて其の耐朽性を宜i披せり。同年 O. J. HUMPHREY 氏(3)は

5 5 
心材及建材部より す×す x2 in. の試験材を取り絶乾欣態に於ける重量を測定し.試験管の

底部に水を含有せるミヅゴクを容れ.其の上部に砂を置き試験材の全長の約半分内外を砂中に

挿入して消毒後24種の腐何菌を接種し. 1 箇年経過後再び之れを乾燥して其の重量の差を求め

て耐朽性を比肢せり。翌1916年同氏仁 4)が行ひたる北米材の宜験に於ては.殺菌蒸溜水を含有

する綿を三角曜の底部に敷き，其の上部に前記の如き聞大の試験材7亡して材極の具怒れるもの

10麗づ L 置き更に其の上部に培養材として Hell110ck 材片を置き消毒後.前記の如き同一方法

t亡擦り宜験を行ひたり。更に氏(5)が1923年に於て北米地方'fL於て建築m材に被害最大なる

P01匂 inC1・αssata (B. et C.) BUl' t. を使用し.針葉樹材24種澗葉材43種に就き貰行せし方法は

三角壌の底部には充分なるi思案[を含有せる各同一材の材片を容れ.試験材を挿入 したる後更に

吸水せる綿を有する培養材を加へ然る後前と同一方法に擦り調査したり.而して氏は此の揚合

同ーの三角曜の内部には.前試験の如く 10-12種の異りたる樹程の試験材を混在せしめたり。

1917年 S. M. ZELLER 氏(6)氏は Longleaf pine (Pinu8 ptlbustr必〕及 Sbortleaf pine (P. 

echinata) の二種より 1 x1x2 in. の試材を木取り康口慢の底部に吸水せる紙を敷き消毒後寒天

に培養せるキカヒガラタナ (Lenzites saepiαriα) を接種し浦 1 箇年後に於て乾燥重量の差陀よ

り耐何性を認定したり口翌年氏(7)が Soutbern pine fL就き用ひたる方法は.前記の方法と同

ーたるも唯試験糧の底部に車Lçを用ひやして主七葉樹材の鋸屑を}日ひたり o ~たに 1921年 SCHMITZ，

H. 氏及 DANγIELS， A. S. 雨氏(8)の行へる方法は設に O. J. HUMPHREY 氏の方法と大躍に

於て同一段るい唯 HUMPHREY 氏の如く同-'f:J_ る三角嘩内に異種の材を混在ぜしむる時はー

材の有毒性分は他種材の耐朽性κ影響するやを慮り同一種材は同ーの三角嘩内に容れて試;1~~を

行ひたり。 1921年 H. SCHMITZ 氏(8)氏は各面の針葉樹材に護生したるツガサノレノコシカクを

各々別々に分離培養し各系の有する腐何力を貰験したりしが.氏は本試験に於ては試験材を

lx1 x2す i11 に木取り 試験曜の底部同苧果樹の鋸屑を置き接種後 6 箇月忙して遁常の如〈
重量の差により腐朽力を判定ぜり。同年 D. V. BAXTER 氏(10)は大躍に於て前記の SCHMITZ，

H. 氏の方法と同ーたるも試験材を別器内にて消毒し然る後. f庄躍に護育しつ L ある木材腐朽

菌の菌叢に置きて質験せり。 1926年E. E. HUBERT 氏が Ponderosa piue 及 Douglass 五r の

材に就きマツアフジ (Lent仇t18 lそpidetls) 立立にキチリメンタタ (Lenzit九 t1叫ea) の雨菌を使用

? 
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して行ひたる方法は大韓に於て HUMPl王REY 氏の方・法と同ーたるも.氏は特に培養材たるもの

を使用せや貰験し.尚氏は1928年に於ても別種の針葉樹材を用ひ同一方法にて質験せり。最近

1930年 E. G AUMA.J.'<氏(11)毛ミ及トフヒの伐採季節が其の材の耐朽性に如何なる程度に影響

するやを宜験 L. 之れが方・法としては大怒る丸太を使用する屋外試験及鋸屑を利用する屋内試

験の二種に匝別し.木材腐jサ歯はナミグタナ (M. laCl内ymω18)，ワタグサレタク (P. 叩pOTαばα)，

ヰドタタ (C. ceTebellα)，コグイロカヒ }:j ラタク (L. αbietina) の 4 種を使用せれ而して屋内

詐織の方法は従来のものと其の趣を異にし先づ各季節に伐倒せる材は.之れを生材.乾燥材及

伐倒後風雨に曝したるもの L 三種に鹿理し.其の各材より取り?とる鋸屑 120gr. を三角嬰に容れ

之れに 80gr・- の蒸溜水をカ11へたる後鏑氏50-60度にて30分づ~ 3 日 間消毒後腐朽菌を接種し後

1 箇年を経過したる時.其の鋸屑を分析し失はれたるリグニ ン及粗繊維の量を検定して各材の

耐朽性を比較ぜり 03たに本邦に於ては大正4年笠井枠夫氏く12)は材中に抱有する菌類の皆養分?と

る可き可i容成分の多少は結局材の腐何程度と相伴なふとの理由の下に青森地方に於ける煙害ヒ

パ材の耐朽性の査定に於ては試験材より取れる一定量の鋸屑に一定量の水を刻lへ一定時閉経過

後.其の路液に惑天又は蕗をjJl1へて田植培養基とし、之れに細菌を繁殖せしめ其の繁殖の良否を

以て材の耐朽性を判定したり。同13年著者(13)は穴庫内に於て己に腐朽したる木材上に日米雨

針葉樹の試験材を娃列L.1 箇年9箇月経過し?とる時試験前後の重量の差を求めて其の耐朽性を

比較したり。次陀昭和 4 年著者(15)が行ひたる南洋材の耐朽試験及び昭和 7 年(18)に公表した

る北米材の同一試験に於ては材の心材部より 6x2x1 in. 試験材を木取り三角曜の底部にはプ

ナの鋸屑を容れ消毒後前者に鈎してはヒイロタク (Polys的tU8 8αηgu'ineus (L.) Fries)を接種し

て 216 日経過後其の重量の差を求めて耐朽性を比肢し?とり口 而して後者1L~:tしてはワタグサレ

タク(昂ri・α 叫Jorariα)， コグイロカヒガラタク (Lenzites abietinα) ， イアフタク(PCtXill~IS 

p仰~lOides) を接種して其の結果を観察したり。同年平山氏。めは同一木材腐朽菌を用ひヒノキ.

サクラ等合計 9極の材に劃する腐朽試験を行ひたるが.氏は重量法に操らやして材の外観的状

態に於て之れが腐朽程度を判定し?とり口

以上記述したるものは既往に於ける貰験室内に於ける耐朽試験の方・法なるも.向屋外K於け

る質験方法に関するー. 二の文献を記すれば決の如し。

1927年 F. ,711. FOXWORTH 氏(1めは「ピリアンJ. rチヱシガール」外各種の南洋材を 2i口.角

2fι の長さに木取り地上IC 6in. 出やるが如く地中花立て .5 箇年経過後材の外観的j伏態 f[依り

其の腐朽程度を判定したりロヨえに大正14年高橋憲三及小玉峯女郎の雨氏仁17)は各季節に伐倒ぜ

るプナ丸太を林内に泣き約 1 箇年経過後各丸太の圏i疫を数個づ L 取り各国板の腐朽程度を凱|陀

したる結果よりして各材の腐何程度左査定せり口

*fC昭和 3 年永山規短雄氏(18)の護表に係る基j母産針澗雨材84極の耐朽試験に於ては試験材
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を長さ 2 尺幅 2 寸厚さ 1 寸 5 分に木取りし土中に約半分直立さぜ10年有飴経過後鎚tてて多少打

撃して折壊したるものは耐朽性格了したるものとして各材の耐朽性を 6 級に匝分し其の成簡を

公表したり。

以上記述したる治主主日〈木材耐朽試験の方法は二種あり て其のーは主として貰験材の外観的扶

態よりして腐朽程度を判定する方法及他は試験前後に於ける重量の差よりして之れ t査定する

の方法なりとす.而して重量方法に撮る時は材の腐朽程度を数字を以て比較的正確に指示し得

るの利あるを以て著者の貰験に於ては重量方法に擦ること L ぜり。

IV 寅験に供したる針葉樹材故に

木材腐朽菌の種類

本質験に使用したる針葉樹材は建築土木に使用ぜらる L 主として内地産のものにして、其の

種類次の如し。

く 1) スギ

(2) t ノキ

仁 3) 屯

(4) ~ヵ-

(5) アカ"'7 .!y 

(6) カラ-.- ~ 

(7) じメコ"'7 ;!' 

(8) テウセ:Y 7~

(9) I ド"'7 ~ 

(10) :>: Y、マ Y

(11) じバ

Cl'yptommイα jctponi叩 DOD・

ChαmaeC1Jp山台 olJt臼αs. et Z. 

Abi何万円na Gord. 

T剖-gα Siebold伝 Carr.

pi川崎 del岨ijlO1・αS. et 兄.

Lαl' ix lepitolepis S. et Z. 

Pin附 Fα問伊剖αSieb. eも Zucc.

Pinus k01・α加国is S. et Z. 

Abies sαchaゆ叩l.S'Ís Mast. 

Pin匂S Ciり・'anenBis Fi~h. 

Thujopsi.s dol，α1mαωs. et Z. 

上記の11極の外クロマツ材をも使用し?とるい樹脂特陀多く之れか乾燥flf\態に於ける重量不明

なりしを以て質験成績中より之れを除去したり。

次に是等各種の企l葉樹材に接種したる木材腐何菌は主として建築土木用材に費生ずるもの枕

に生立木の心材を腐朽せしむる種類にして大憾に於て試験報告第28就に記載ぜるも其の間一.

二依除したるものも有るを以て事質接種したる種類のみを列記すれば下の如し。

1 グログ毛l;l."r

2 νy グワ担ケ

3 t イロタケ

4 アラゲカ ノ、ラ担ケ

5 カノ、ラタケ

6 ダイダイタケ

7 "7 ;< l;l. "r 

8 エピタナ

9 -'ﾌ' Y ドタ少

Po!ystict間切1'81・color Fr. vαγ nigr・iω間 Lasch.

P. Pel'sooni'i Fr. 

P. sanguineus Fries. 

P. hil・Butus Fr. 

P. 出向icolol' Fr. 

Polyporus illicicola Henn・

P. 出dphU1・eus Fr. 

P.fαbamnus Fr. 

P. gilv山 8chw.
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10 ヵ 4 メ y~ 十 p・伺"附eini/!ii Fr. 

11 7 ~)J" サ ν? &- rm'i" t'al'o1'flria. l'erR. 

12 ナヨグ? &- )IIel'u!iu兵 [ctCl'ym刑問符nce.

l~J :0 y バ割 &- 宝干巾1I ~1町，，;11，，1αRerk.

14 “ γ 少ノカ? >、~ &- 'l~ 1'ini Fr. 

]ii :y ヵ・サルノロ号/カ -7 Fomcs pillicol,! Fr. 

16 コ 7 'r-サ pν ノコ V カヶ F'. ctpplα 11αt!問 Pe"ι

li ホゲチタ&- P. jome1l.l(l.rill" Fr. 

18 t 口パノキカ也カ・ラタヶ Lc附ile.. ,.:n"ferm_gill e<l Be ,.k , 

l!)エゴノキ担ケ J,. <1!Jrach,a (Henn. el 円 hirni.) Llo)'l1. 

~O t _,I ;t rr カ b ヵ・ヲ~ &- J,. r"..hillα，?ai Lloy,l. 
21 コゲイロカ b カ・ラ担ケ J,. ctL-ie.I;,/(! Fr. 
22 カ b カ・ラタヶ L. bctnli"_,, Fr. 

~3 カタウロョ )JI &- SIr,re lt1lt jrll，.'ulo刊111- F .. ・-

!J4 ス:c t ロタヶ Schizop,"Y!!'UIIl Cmn11l 1ιηe Fr. 

:!5 ナラ担ナ Armil!m・ia mell，αV"hl. 

~6 IJ 11 ::J '7・担ケ JT!Jpo:rylon ctnnlll,lIwn 111川 lt.

27 =-lJ ウスパ担ケ li'per. C01!Rt)I'.. llerk. 

2~ ..jテ '7 )JI &- ]'azillu< pC!l川 rridc.. Fr. 

而してJ:記の28N[の時中"ifïirj1 lCI主主として ir，~l~'Hff~ 材 l亡護~I:するもの及び主として釘?\1~tl'J材!と殻

!:I，するもの h 別あるを以て赴苛:の府系統IC分かちて r[馳を行ひたり. 1Mナミグタナ.ナラタナ

及グ p コプタナ，カタウロコ告クの各ìWは充分なる付県を 1~}ること能はざるを1:1. て赴守:は'白鴎

JiX: ~1111 より 11:j;外せり。

V 寅I!~設立tに之れが結果]iM4 めの方法

殺l計せる 300c c. の三ffJa~rl'IC無乾ilk態 lとあるプナの釧府 2Ggr・を平手れ之れ!と殺I指せる ?i起用

水約 70-80r.c. を 1mへて他 fllllx態 l亡近きものとなしIJIHc谷村の心付却の主11奈部より 2xlxfl

Cem・を有する試験t~・を n~ る可〈木 1] の一定するが虫n くし(手干名'は槌正とせり〕名指iHiJlより Jf./. り

之れを.ùig;乾燥加を川ひて絶\l'íllk態として共の市ft をソ'~.f'l' IC て小数思1i以下 2桁迄押定して前記

「フラスコ J内 ICずFれ高腿税W;Î器 IC て 30 分IllJづ~ 3 E1lllJ jf'n~; したりも!日して新 Ic{\iilh寒天滑走

諜!とて日3刊日英したる 11E殺なる f件問中GiZiの i~m~を民τ」くと共!と切り Jf\l.り諮問削:1 のJfiltlht 及T.1Ì'i部の ~1r'i

mの間 IC接聞 L. 冬季~;ttl~L~25度を保てる定問問内 lて世き夏季は自然然ì~l.Iとて接間後淵 l f，f;H

を経過後各試験材を Jf\(IH L. 外側!と護育せる I拍車率を trf略 IC除き再び之れを杷乾として其のm貴

制定しあtmf~fiil後 lと於ける村の lft~tの設よりして.之れが減少率を和立し~1;の -};:IJ、を比較して

各村のiñj.]朽ド1:の優劣を考察ぜり白而して主Y. Iて云ふ結乾II}\態と 11 小数見，lj以下 2 WIC.於てm畳の費

化を認めざる IU~態の怒り~Iとして可及的jU'(i!を!日!して 't1 [脱したるも r，J，l 'rW~ J:不11mの貼なきゃは保

し抑[ <、従ってm綜の会〈殻nせざる{出会H と ~'~t も試臓がl筏の軍最一致4どやして拠< IJ、なる

m;!i(の柄減を a~ぜるものあるを以て小敢割i以下 2 桁の所!と於ける {ii'i少なるm貴の設は材の耐何
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性の判定上京.要なる意味を有するものとは認め罪fI~し口市j して著者が木賢騎Ir::於て腐何聞の培養

鶏としてプナの釦府を川ひたるは.プナ材Iては各fln木材時何I引がi出〈良好にlli!宵ずるを以て腐

朽間の:f~費接としてJtli <の虫JI き拭峡陀 tt 1Jti'ì::;なること及倒防i:i，iの殻ffJ:必要なるiM，匁を長!日JEI

1(.亙り保有する陀J琵ii.ai常なりと認めたる陀 Il-I るものなりロ向的問の虫11 <鴎置したるカ・法がfJ~試

の凡ての木材腐朽闘の護育上果して良好なるや否やは r!Jl言すること能はざるふー般I(冊何菌

類{は温度が 25-30'・C. 内外 l亡して漁!立の飽和せる揚合は護育最!日:R存在るものなれば護育傍flJ: と

してはi趨常仕るものにして.建築土木川材が最関町し易きf問所陀使川されたる場合陀近き i民態

忙干~:るものと見て可なりと信守口

VI 主として制葉樹に殺生する

)寓朽閣に 3討する試験

木質瞭K供したる各事nの悶何~Î合計.14加のものは.Mれも 3m常澗禁制材!と琵~I~ずるものなる

も是等の腐朽間 rJ'Iては稀K金11W樹材lと護生ずるものもあるを以て.来して如何なる秤ュ度の時間

力を有するゃに就き賢験したる成和次の如し。

1./もイロタタ (υl 'oly仰.q(μ{的同附
. nti 干11 4 "1; 3 H 1 rll主将
昭和 5 (,1; :1 11 1 I IilI再登

村の純主11

ス 学

3.69 :1.36 0.33 8.94 

3.71 3.a9 0.32 8.62 

3.24 3.01 0.23 7.09 

3.72 3.68 0.04 1.07 

3.65 :3.60 0.05 1.:J6 

3.f�4 3.53 0.01 0.28 

4.43 3.95 0.48 10.8:: 

5.27 4.68 0.59 11.19 

4.75 4.丹2 0.43 9.05 

5.月号 4.78 0.77 1:3.87 

5.!lO 4.G8 0.02 ] 1.09 

5.95 5.44 0.51 8.57 
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村の純労1
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4.87 

4.64 

7.213 

8.650 

30 

31 

55 

包
刊Mmw 

持乎
J 

Hem町l四

1'Ij害事の波育は向
上|こして~:.jï 士 1・h
に腕朽す

阿
保

+
』
市
キ
』
酌

i
i
v
'
'
ル
A
，

叶γ
t
4必
1

昨
日
て
す

の
し
何

故
村
に
府

内
川
ト
τ

『

I

-

|

 

I有林の lfln は向
上にして材は殆
X腐朽ぜ?

m需品は令〈没Tf
ぜず村 L iJ):全然

0.210 I IMf'iぜず

3,') 
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材の種類

区ind of 
Wood 

建築用針葉樹材の耐朽性に闘する ERo 究 57 

3. カハラタク (Polystict'lω 世ersicolol' Fr.) 

|宅整害fF| 絶ハ1乙;主主 1 減 少

I Test(g.) I Te抗(g.) 1 1'est(z・) 1 i号.

昭和 4 年 3 }'] 1 日接種
昭和 5~三 3 月 1 日調査

0.22 I 5.45 材は会骨量一的総に
て包まるるも i些

ス ギ 2 I 4.45 I 3.84 I 3.64 I 0.20 I 5.20 I 5.050 I <経微に腐朽を
I 泌すのみ

。υ -

4 I 4.28 I 3.74 I 3.30 I 0.44 I 11.76 商品名の後背は同
上にして材は t降

h ノキ I 5 I 4.12 I 3.60 I 3.25 I 0.35 I 9.72 I 10.173 微に附加
4.18 

4.46 I 3.84 I 3.58 I 0.26 I 6.77 I i翁紛の官室育は悶
上にして材は殆

宅 ミ 8 I 5.08 I 4.39 I 4.18 I 0.21 I 4.78 I 6.35自ど1Ii!;:j:Tjぜ?

l 商事品の ~í守は悶
上 l こして材・は ilJ:

Y ガ i 11 I 6.02 I ω i 489 0311 596| 6 側 | 〈!糊に腐朽す
; 12 I 6.45 I 5.65 5.31 0.34 

13 I 6.34 I 5.55 I 4.59 附 山9 I I I笥来事の設育は問
上にして材 は E隆

アカ"7 j> I 14 I 6.27 5.62 I 5.03 I 0.59 I 10.49 I 15.796 微に腐朽す
15 I 6.53 5.71 I 4.59 I 1.12 I 19.61 

I務紙は底部に著
16 I 7.36 I 6.50 I 6.33 I 0.17 I 2.61 I I IZ 後育し其の他

の部には佑少な力:7 ,,;;; 17 I 8.64 7.52 I 7.18 I 0.34 I 4.52 I 3.523 る も材は fiiJれの

書[1 も外観的に腐
18 I 7.97 I 6.97 6.73 I 0.24 i 3.44 朽を来さず

19 1 5.01 1 4.37 1 4.08 1 0.29 1 6.63 材は会惚ii\i需品に
| て包まる徴材の

ヒメコマj> I :;0 I 5.08 I 4必 1 4.00 I 0.43 i 9.70 1 8.336 腐朽削連なり

21 I 4.88 I 4.26 I 3.89 I 0.37 i 

22 I 5.18 4.53 I 4.41 I 0.12 i 2.86 I 弛・訴の玉造育は悶
v..~ I ~.vv I 上にして利は殆

テ日ごj> I 23 I 5.57 I 4.87 I 4.62 問 5.18 4.336 ど腐朽ぜ?

24ω | 山 3.82 I 0.20 I 

25 I 4.03 I 3.48 I 3.10 I 0.38 I 10.91 菌需品の後育は問
上にして材は纏

トド"7 j> I 26 I 4.28 I 3.70 I 3.23 I 0.47 I 12.70 I 11.963 徴に腐朽を来す

27 I 3.97 
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材の種類

Kind of 
Wood 

側i 考

Remarks 

ヱ Y 寸 "!l

同
腐

は
の
り

育
材
な

後
て
徴

の
し
経

線
に
は

1

ニ

7

世
肺
」
恥
r

Yユ >ミ

菌総t立金〈霊童育
ぜず材も亦全然

0.23 I I丙朽を'*さす・

4. クログモタク (昂lystict，tls ver8ﾍcolo1" Fl'. var. nigr抑制 Lasch.)

昭和 4年 3 月 1 日接種
昭和 5 i]ミ 3 月 1 日調査

減 少

材の種類 番目E 奇ー!Veigー;î1t 、，、・vーe・4-igーhー ・ーt,s Loss 平均減少率 古市 タJ 

Kind of 
No. 試験前試Be験fore前 I試TA四験ftKeEr後・) 1 W重ei(gg金h・~ Ipe~ 穣Cent AvPeerar gGeeLnot ss Remarks. 

Wood Before 
Test(g.) T田t(g.) I Test(g.) I (g.) I (予6) く%)

4.38 3.78 3.73 0.05 1.32 商品事は材の全般
を包むも材は殆

ス ギ l 4.42 3.81 3.71 0.10 2.62 2.563 ど!向朽を'*さず

4.64 4.00 3.85 0.15 3.75 

上

巳 ノ 3.62 I 0.02 I 0.54 I 0.935 

4.22 3.66 3.66 。 。

7 4.85 4.18 4.17 0.01 上

毛 8 5.26 4.53 4.50 0.03 0.66 0.380 

9 4.57 3.92 3.91 0.01 0.25 

10 6.24 5.40 5.28 0.12 |問 上

9 5.52 4.73 4.62 0.11 2.32 2.313 

12 6.64 5.72 5.58 0.14 2.44 

。 上

アカ.... 9 I 14 6.16 5.53 5.50 0.03 0.540 

。 0.54 

0.07 上

カラ.... 9 I 17 I 0.02 0.28 0.623 

0.03 0.48 
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Ibd ，.f.l. __目 i 総OW乾veeni-g重Dhrty 量 減 少
Lo邸

試Be験fore前\試TAe験fstte(gr後・) 重可Vei!!'量gh.t) |l| Per 卒Cen1 
Test(g.) I Test(g.) I (g.) I c%) 

『司，- -

5.29 4.63 4.61 0.02 0.43 留意*は材の全日豊
を包むも材は殆

t~ コ'7 7 20 5.18 4.53 4.45 0.08 1.76 1.593 ど腐朽を来さず

i 21 4.87 4.24 4.13 0.11 2.59 

6.14 5.40 5.40 。 。 防j 上

テウセ y 23 5.93 5.17 5.16 0.01 0.19 0.193 
マ 7 1

4.85 4.25 4.25 。 。

25 4.23 3.65 3.47 0.18 4.93 苦言需主は同上にし
て材は接 (l陸徴

トド '7 :y 26 3.94 3.39 3.37 0.02 0.58 2.620 に腐朽を来す

27 4.42 3.82 3.73 0.09 2.35 

28 5.41 4.63 4.37 0.26 5.61 wf対iのý_&育はfl'd
上にして材腐は甚

でE ゾマツ 29 6.02 5.18 4.92 0.26 5.01 5.623 (I腔徴に朽す

30 5.01 4.32 4.05 0.27 6.25 

31 1 5.67 4.95 4.95 。 。 菌紋 11全〈後育
ぜず材 L 亦全然

h p守 5.76 5.03 5.03 。 。 。 腐朽ぜず

33 4.92 4.29 4.29 

5. エピタク (Polyp01''U8 ta加cÍ1ws FJ'.) 

昭和 4 !1jミ 3 月 1 日接続
昭和 5 年 3 H 1 日制査

材の種類

Kind of 
、Vood

ヨI!
J 

b ノキ

4.67 4.22 4.22 。 。

4.46 4.05 4.01 0.04 0.98 

4.76 4.33 4.29 0.04 0.92 

4.20 3.79 3.79 。 。

4.20 3.79 3.79 。 。

4.00 3.60 3.59 0.01 0.27 

官H
腐

務
ど
に
殆
ず

球
L

さ

は
材
来

続
て
を

菌
し
朽。

。
。
υ

ρ
ロハ

Uス

向上

0.270 
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材の額類

Kind of 
Wood 

減少
Lo図 信H 考

No. B.emarks 

宅

7

8

9

 

、
‘
、

商紛の5遣育は大
にして材は白腐
れのi決態となり
無数の紫色3くは
禍色の線を生す・

向上

y 6.183 

I両1 上

アカ~ :y I 14 I 5.51 I 4.97 I 4.36 I 0.61 I ] 2.27 I 13.486 

15 

16 7.26 6.72 6.58 0.14 2.08 菌需品の王室育は疎

にして材I路の腐朽
カラ~ :y I 17 7.50 6.79 6.62 0.17 2.50 2.080 L 基く 徴なり

18 7.31 6.60 6.49 0.11 1.66 

19 4.90 4.48 4.11 0.37 8.25 菌株の主主育は甚腐
くして材も柏

じメコ ，，:y I 20 4.55 4.15 3.46 0.69 16.62 ]4.203 朽し黒禍色の不
規則なる線を生

21 4.78 4.34 3.57 0.77 17.74 ず

22 4.69 4.29 4.03 0.26 |商問Ml潟育し材の朽も

-vJ/ 
4.44 4.05 3.80 0.25 6.17 5.460 軽微なり

24 5.83 5.30 5.08 0.22 4.15 

3.57 3.10 0.47 13.16 前需品の至宝育はよを
く材 l.ffi!ì朽鵠〈

ト P' "7:Y 126 I 3.42 I 3.07 2.60 0.47 15.30 17.616 小孔を多数に生
ず

3.28 2.48 0.80 24.39 

3.63 0.43 | 酬の師同
上にして の腐

ヱ Y~ :Y 1 29 1 4.64 I 4.17 3.85 0.32 7.67 8.013 朽は手骨髄材欲なり
4.15 3.91 0.24 5.78 

4.60 I 。 。 菌総は金〈霊童育
ぜず材も全然腐

h バ I 32 I 4.91 I 。 。 。 朽を*さず

4.48 4.48 。 。
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6. ネンドタタ(品J抑制lS gil山S Schw.) 

昭和 4 年 3 月 1 日接種
昭和 5 年 3 月 1 日調査

材の種類

Kind ef 
、Nood

減少
Loss 

ス 当F

l匀ff 考

Remarks 

育
徴
後
軽

疎
弟
一
す

は
は
朽

付
制
材
腐

菌
し
に

5.10 宮市品のま主育は同
Jニ|こしてヰtは繭

1::.ノ キ| 白| 4.46 I 3.93 I 3.63 I 0.30 I 7.63 7.096 端f韮に腐朽す

8.56 

1:1 こして材は強
宅 出 l �.� I �.4::l I il.::lU I U.:t::l I 6.14 7.500 微に腐朽す

Jî紛の霊安育は同
上にして材は殆

y ヵ・ I 11 I 5.� I 5.11:$ I 4.90 4.926 I ど腐朽ぜず

6.13 0.20 

[ 他綬商混入の忽
め結果不明

カマ p I 14 I 4.63 

4.25 

6.67 0.20 2.91 E自‘総の愛育は同
上にして材は事

カヲマ p I 17 I 7.42 I 6.59 I 6.47 0.12 1.82 2.575 も腐朽ぜすL

7.16 0.18 2.45 

3.84 0.64 14.28 菌乱告の官室育は同
上にして材は締

b メコ .".p I 20 I 5.03 4.49 3.60 0.89 19.82 17.633 腐朽を*ぜり

4.88 4.36 3.l�4 0.82 18.80 

4.88 4.35 4.03 0.32 7.35 |酬の師同
テ守 セご :y I 23 

上にして材は~彊
4.59 4.12 3.80 0.32 7.76 8.370 微に腐朽す

4.56 4.10 3.69 0.41 10.00 
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気A、v乾ire“i重Dghr量y t 絡OW乾vene“i重gDhrty 盆 減 少

材の穏類 番放 Loss 司王均i減少率 古市 考

Kind of 
No. 試B 験前試験前作除後 、重vei(立glI.t) ||| Per 卒Ceut AvPeemr gCe eLnt O担 Remarks 

も<Vood efore Before � After 
Test(g.) Test(g.) I Test(g.) 仁%) (%) 

25 4.18 3.71 3.42 0.29 7.81 菌総の後背は同
上にして材は駆

トドマグ 26 4.52 4.02 3.77 0.25 6.21 7.770 徴に腐朽す

27 5.06 4.52 4.10 0.42 9.29 

28 4.80 4.25 3.91 0.34 8.00 !f;J 上

エグマ;)) 29 4.79 4.21 3.97 0.24 5.70 6.980 

30 4.65 4.14 3.84 0.30 7.24 

31 4.92 4.37 4.27 0.10 2.28 宮~*主の王室育は悶

b 】同 32 5.47 4.83 4.82 0.01 0.20 1.100 
上にして材腐は甚
u型微に 朽す

33 5.47 4.82 4.78 0.04 0.82 

7. タ・イタ'イタク (Polypor~18 illicicolαP. Henn.) 
日百年114 年 3 月 1 日接稜
昭和 5 年 3 月 1 日調査

絶OW乾veenig"重Dhtry 盆 減少

一 l45 Lo鎚 不問卒|制ii 考
Killd of 、1'1守o 試験官官I試A験ftE 後 W重ei(gz量h.t)||| Per 卒Cent AvPeerr agCe eLMos Re m町ks1司rood Before I After 

T田t(g.) Test(g.) I Test(g.) く%) I C%) 

1 4.50 3.90 3.70 0.20 5.12 lH.品は材の全日豊

ス ギ | 2 4.75 4.10 3.85 0.25 6.09 4.946 
を包むも材はタ腐ト
級的には売をど
朽ぜず

3 4.45 3.85 3.71 0.14 3.63 

4 4.34 3.79 3.29 0.50 13.19 菌紛の五華宵;伏態

t ノ キ | 5 4.03 3.52 
は悶上にして材

3.17 0.35 9.94 11.006 は他lこ腐朽じて
一側面に白色の

6 4.26 3.74 3.37 0.37 9.89 E証駄を形成す

4.63 ( 酬の闘は同
毛 出| 4.76 4.11 3.88 0.2:3 5.59 6.626 上にして材腐は甚L 

く腿徴に 朽す
4.04 3.48 

6.10 5.28 5.00 0.28 5.30 衛総の霊童育は同

y ヵ・ I 11 I 6.44 5.56 5.31 0.25 4.49 4.876 
上なるも材の腐
朽 11甚 (1陸徴な

6.92 5.98 日目白 O.¥Hl A. RA. り

6.16 |酬の淡町
アカマク I 14 I 6.19 5.38 5.03 0.35 6.50 7.103 微上にに腐し朽て材す は l陸

6.13 5.45 
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減少
材の種類 番印JE AWire-iDghry t OWvene司igDhytd LT O弱 卒均減少率

官ftJ オ，多, 
Kind of 

N 試験前長国前日I ぇ Lft員 三WEeEi(ggh.t)「||-Fr  C - A同erargCe eLn回t Remarks Wood o. I" BèTor~' I"-È~f'~r~"I"-'Aft~r~ i Weil!'ht IPerCentl"'p 
'!'_est(g.) I Test(g.) I T的t(g) | 問問

菌主主は底部のみ
に後育する も材
は外観的には殆
ど腐朽-c!:1'

。

19 4.90 

h メコマ/' I 20 4.90 4.28 3.88 0.40 I 9.34 

21 

エゾマツ

h p、ご

4.68 

4.84 0.10 

5.76 5.07 5.00 0.07 

0.78 

3.73 3.50 

3.14 2.98 

3.07 2.90 

6 I 4.21 I 0.25 1 

2.34 

1.38 

。

菌主主の後育は同

2.366 
上にして材は外腐
被的には殆ど
朽ぜず

上

商事車は金〈愛育
すること能は"j'

0.243 I 材も亦全〈腐朽
ぜず

8. ホクチタク (Fomes fomentαTius (L.) Fl'.) 

昭和 4 年 3 月 1 日銭程
昭和 5 年 3 月 1 日調査

*:1の種類 事F乱EWE言説 }1UA品J 1,OS 卒均減少率 備 考

Kind of No 試験則試験前試験後室 i(gg量h.t ) 率 Average Loss R IfS 
九Nood I ."'0. I ﾈef;r�'Tﾈefur�T Aft鑽-l Weight I Per 'Centl Per ~Cent nemar 

Test(g.) I T白t(g.) I Test(g・) I (g.) I C予の 仁94コ

1 I 4.58 I 4.06 I 4.05 I 0.01 I 0.24 材は厚告菌統に
て包まる ふ も恋

ス ギ 2 I 4.43 I 3.95 I 3.95 I 0 I 0 I 0.246 も腐朽の徴侠を
認めず

3 I 4.31 

63 
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材の種類 d|WeZ哩b害t 総otWe担zghtp 誠少若干統 Loss zp.均減少率 古市

Kind of 試験前試験前 後霊 AvPeerr agCe eLnt oss Remarkes 
、IVood No u.Before Before |l |試A験fter 市Veiiz霊Eh.t) ||| Per 事Cent 

Test(g ・) I T四t(g.) I T白t(g・) I (g.) I C%> C%) 

菌最高の王室育は不
良にして材は殆

Eユ ノ 0.265 I ど腐朽を主主苫?

4.05 3.63 3.65 

4.59 4.07 3.77 0.30 7.37 商産品会骨量材を腐包
むも材・は僅に

毛 出 | 4.42 3.93 3.70 0.23 5.85 6.423 朽するに過ぎ?

4.61 4.13 3.88 0.25 6.05 

6.71 5.86 6.00 0.04" 世〉 菌紛の室主育は同
上にして材は全

y ガ I 11 I 6.77 5.91 5.91 。 。 。 〈腐朽ぜ?

6.80 5.98 6.03 0.05(噌〉

5.90 5.28 5.25 0.05 |酬の師向上
にして材も腐朽

アカマ少 I 14 I 6.35 5.62 5.57 0.05 0.88 0.600 ぜ?

5.91 、 5 .42 5.40 0.02 0.36 

[ 酬の院は向
上にして材は腐

カラ"7 Y I 17 I 8.02 7.17 7.12 0.05 0.69 0.946 朽ぜず

商紙、は材のTt!i部
及!主音{\I こ後育し

じメコ"vY I 20 I 4.83 I 4.32 I 4.31 I 0.01 I 0.:!3 I 0.310 I 材は会〈腐朽ぜ
す、

古昔紛は主として

テウセ y
!長郊のみに愛育

~ !y 
23 ω66 I し材は服Hrîぜず
24 4 

25 4.10 3.70 3.65 0.05 1.35 商絡は主として
材の頂部及底部

トド"7 Y I 26 4.25 3.82 3.78 0.04 1.04 1.146 に後育して材は
!お朽ぜず

27 4.19 3.78 3.74 0.04 1.05 

28 4マ58 4.08 3.94 0.14 3.43 材は全部菌*k:に
て包ま る 与も材

エ Y --t Y I 29 5.34 4.72 4.49 0.23 4.87 3.550 は殆ど腐朽を来
さ ず

30 4.75 4.25 4.15 0.10 2.35 

31 5.04 4.54 4.48 0.06 1.32 昔日主は底部のみ

1:: パ I 32 5.49 4.94 4.94 。 。 1.300 
愛育して其の腐部
を醤 d"J微に

33 5.19 
朽す
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9. コフキサ Jレノコシカタ (Fomes α"Pplanat'Us Pers.) 

材の緑類

Kind of 
可市ooù

ス ギ

b ノ キ

モ 出 l

y ガ I 11 I 

アカマグ 14 

15 

16 

カラマク 17 

18 

19 

ヒメ コ 7y I 20 

21 

22 

マク

24 

4.目。| 苫.0\:1 I 百.01 I 

6.21 5.55 

6.50 5.82 5.82 

4.96 4.35 4.37 

5.53 4.85 4.85 

5.53 4.84 4.84 

6.97 I 6.88 I 

8.18 7.22 I 7.2宮 |

7.46 

4.83 

4.87 I 4.32 I 4.32 I 

4.70 

4.40 

6.67 I 5.84 I 5.82 I 

5.18 

0.14 3.77 

0.08 2.22 

0.10 2.30 

0.04 0.68 

0.03 0.54 

。 。

0.02 
く増〉

。 。

。 。

0.09 I 1.29 

o I 。 |

o I o I 

0.02 I 0.34 I 

昭和 4年 3 月 1 日接種
昭和 5 年 3 月 1 日調査

備考

Remarks 

菌乱告は甚〈王室育
して厚〈材を包
むも材は全〈腐
朽ぜ?

菌紛の後背は向
上にして材はi些

:3.566 I Z j殴微に腐朽す

上

2.763 

菌ま告の滋育は同
上にして材は殆

0.610 ど腐朽を'*きず

苦言主主の後育は同
上にして材は全

。 〈腐朽ぜず

1.291 I 悶 上

0.930 I 同 上

0.350 I 附 上

65 



1気乾重量| 総乾箪霊 l
IAir~Dr; 1 fJ'QO;~n_Dry Æß減 h 少 i

番抗 I We;gh't I -weight I .L四 |卒均減少率
N。府高司試験前|試験後| 重量 | 卒 I A~叩 Loss
u・ I Before I Before I After I Weight IP町 Cent I Per Cent 

i Test(g・) 1 Test(g・) I Test(g.) I (g・) I C%) I C%) 

I 4.14 I 4.18 I 0.04 I - I 州共試験前に
的| 一比して重立微量

g5 I 4.01 I 0.06"'1 - I - I に例日ぜり迎由
I v , v ,';.,,,1 - 1 不明なり

561 389| or| - | | 艶は底部に後
|I ο 

「一一一一一

Kind of 
Wood 

考

Remarks 

。ìn

第三十三腕t告報験詐t業林

材の種類

66 

0.04 

0.06 

0.03 
~) 

4.18 4. 25 

26 4.01 3. トド‘'" jl 

3.89 3. 27 

大
統
む
朽

甚
菌
包
腐

育
告
を
ど

後
厚
材
殆
ず

の
て
で
は
さ

称
し
に
材
来

菌
に
府
も
を

4.02 0.16 3.82 3.98 4.51 28 

2.963 2.20 0.09 4.00 4.09 4.6:3 29 エゾマ jl

2.67 

4.69 -ß!f統は金〈王室育
ぜす湖A も亦'i{t ど
腐朽ぜず

0.21 

0.11 

0.01 

4.00 

4.68 

4.11 4.63 

31 5.26 

30 

0.213 。。4.69 4.69 5.27 32 矛〈ミ

0.02 
〈増)j

5.17 5.15 5.87 33 

h 

(Lenzites styrαsina Henn. et Shirai) ヱゴノキタク10 

昭和14 年 3 月 1 日接種
昭和 5 年 3 月 1 日調査

来
J 

R引11arks

官官

の
包
柔
有

色
て
く
を

白
に
兆
一
波

部
品
柿
朽
す
水

会
商
印
刷
化
に一

は
告
れ
と
部

材
厚
ま
軟
底
す

卒均減少率

Average Loss 
Per Cent 

C%) 

減少
Loss 

霊ß: I 卒
1司Teight IPer Cent 

(g・) I C%コ

*1 の種類
Kind of 
、iVood

37.306 

36.65 

37.71 

2.54 

2.51 4.03 ギス

菌総の王室育7状態
lk. 11ì8朽程度向上

:37.56 

34.65 1.22 

2.51 

2.30 

4.02 

3.52 

40.583 40.18 1.74 2.59 4.33 キノh 

46.92 

歯車事の後育は向
上にして J(í!j朽も
亦甚〈其の表面
「カステーラ」の
如~感あり

43.42 1.75 2.28 4.03 4.44 7 

41.203 32.05 1.50 3.18 4.68 5.16 8 

菌紛の後育は同
上にして腐朽程
度 b 9l~大徳間ー
にて底部に水液
を有す

48.14 

ユP

1.68 1.90 3.58 3.92 6 

35.02 

43.21 

28.82 

1.93 

2.07 

1.82 

1.60 

3.58 

2.72 

3.95 

1.96 

4.79 

5.51 

3.78 

5.55 

6.08 

5.29 

6.09 

4.16 

10 

11 

12 

9 

宅

7/ 
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, 、

材の種類

一両罰法駒山
卒均減少率 官ili 考

Kind of 試験前 重量 AvPeerr agCe eLnt 心部
もNood N o • B e fore 、w恥附Ne阿edi(gd許EhM.1t l ||』Pe r E存Ce目I口1 Remarks 

Test(g.) I Test(g.) I Test(g.) I (g.) 仁%) く予G)

官H品の後背J伏態

2.85 I 間 | 必 11 l 
は同 1:. 1 こして材

5.40 44.440 I は甚く腐初して
軟化す

15 5.03 

7.65 6.98 6.06 0.92 13.18 Wî総の後育は同
上にして材 の腐

カラ.." Y I 17 6.84 0.25 5.03 1.23 19.52 14.716 ;pj!1鐙徴なり

6.75 6.20 5.49 

4.59 4.23 2.38 1.85 43.73 菌総のま主育は同
上に して材の腐

じメコマ y I ~U I 5.02 4.60 2.05 2.55 55.43 52.263 「朽カは特に甚〈
ステーラ」の

4.78 4.39 1.86 2.53 57.63 主n~ 鰯!感あり

4.83 4.42 2.85 1.57 35.52 前総の滋育は阿

テウセ Y 1 23 
上にして材腐は会

4.50 4.14 2.49 1.65 39.85 37.900 健に亙 明 朽大
マク

なリ
24 4.55 4.20 2.59 1.61 38.33 

25 3.94 3.60 1.86 1.74 48.33 l若林の後育は同

トド.." Y I 26 3.70 3.38 1.62 1.76 52.07 50.606 
上にして材の腐
朽甚大なり

27 3.85 3.50 1.70 1.80 51.42 

4.82 1.80 2.60 59.05 菌乱告の後育は向
上にして材の腐

ェ y・.." Y I 29 I 4.76 4.34 I 2.02 2.32 53.45 56.620 朽は特に甚し

4.84 1.88 2.53 57.36 

31 4.85 4.45 3.78 0.67 15.05 

4.84 4.42 3.74 0.68 15.38 
上にして材の

百ユ バ I 32 14.280 端僅に腐朽す

33 5.03 4.59 4.02 0.57 12.41 

11. カヒガラタク くLenzites bel'uli加 Fr.)

昭和 4 [，ド 3 月 1 日接種
昭和 5 年 3 月 1 日調査

柄欄 棚吉弘'ht 試TJBee段sfto{亘zm前)田\TI主A主h蛤代kEgr後iJli l! i品 不均域少率
。出 オ4ヲ・

IEind of No 試験前 重量 A Re皿arl<sWood ・ Before Wei(ggh.t)l!| ?er E終Cent vPeerr agCe eLnt 033 
Test(g.) I Test(g.) I Test(g.) I (g.) I C%) I __  Cヲの

菌新iは材全憶を

ス ギ| :.l I 4. 1り 1 3.7U I ;1.7U I り | U I 
包むも材*は殆ど

l.DVV I 腐朽を さず
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君子~æ 気AWi乾re-i電Dghr量y z 絡O1v乾Veeni"gD重hrty 量 首長 少

材の種類 Loss 平均減少率 備 考

Kind o� No. 試Be験fo 前試Be験for前 I試A除fte 後重量 1 移 Average Loss Remarkg 
、Yood re I Before I After I WeigM IPer Cent Per Cetit T田t(g .) I Test(g.) I Test(g・)i(ggh.)z (F43 に%)

4 4.19 3.84 3.79 0.05 1.30 菌紛の愛育 f:l:徴

b ノ キ 5 3.80 3.48 3.44 0.04 1.14 1.220 
量腐にして材は殆
ど朽ぜ?

6 4.04 3.67 3.67 。 。

7 4.97 4.52 4.30 0.22 4.86 直言乱告は材の金骨量

毛 、、 8 3.84 3.47 3.22 0.25 7.20 5.782 
朽を包は軽む微も材なのりffW 

9 4.29 3.97 3.76 0.21 5.28 

10 5.69 5.20 5.18 0.02 0.38 商事長純愛育し材
は殆ど腐朽を認

))> ヵ- 11 5.58 5.05 5.05 。 。 0.380 めすユ

12 6.33 5.75 5.75 。 。

13 5.78 5.48 5.27 0.21 3.83 商絡は材の金健

アカ-::(~ 14 5.72 5.28 5.18 0.10 1.89 2.473 
をど朽包むd すもも材は殆

15 6.26 5.85 5.75 0.10 1.70 

16 7.20 6.49 6.49 。 。 菌主主向上なるも

カラ 7 "f)J 17 7.17 6.66 6.65 0.01 0.15 0.140 
材?は全く腐朽ぜ

18 7.72 7.20 7,19 0.01 0.13 

19 4.88 4.50 4.34 0.16 3.55 菌株は粉多〈愛

Eユメコマ Y 20 4.92 4.53 4.39 0.14 3.09 3.273 
育腐するも材は殆
ど朽ぜ?

21 4.78 4.39 4.25 0.14 3.18 

22 4.64 4.23 0.04 0.93 4才は菌品名にて包

テウセ γ

マ Y
23 5.64 5.17 5.16 

まるるも殆ど腐
0.01 0.19 0.560 朽ぜず

24 4.75 4.38 4.38 。 。

25 3.62 3.30 3.00 0.30 9.09 菌献の王室育;伏態
は向上に して材

トド -q-y)' 26 3.96 3.62 3.19 0.43 11.80 8.316 は i極微に腐朽す

27 3.76 3.44 3.30 0.14 4.06 

t 
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材の種類

K匤d of 
Wood 

IT田t(g・) 1 Test(g. 

31 4.79 4.41 

ヒ 5.12 4.61 4.61 。

33 5.00 4.59 4.59 。

備考

Remarks 

育
関

滋
ι

p

、
予
定

金
は

は
材
ず

総
?
d
u

磁
刊
}
朽

A
V
 

12. 毛 ンパタ ケ (111'αmetes vittαtαBerk.) 

昭和 4 年 3 月 1 日接穂
昭和 5 年 3 月 1 日制室長

材の筏類 柑 w吋詰 肺igh{ I L町 I ~鞘Vb陪 mr誠n白eζ少L弱川引随;>lst 備 考Kind of 
Wood 試Be験for前e 試Be験fore前 I試A験fter後 W重ei(gE公h.)t ||| Per 率Ce口 Remarks 

Test(g.) 1 Test(g.) I Test(g・)仁%) I 

1.18 32.24 illi総の後育はi!~
くして材全!民般を

ス ギ | :l I 4.tii:S I 4.U出 | :l.tl'J I 1.49 34.14 33.070 包み材の朽 L
亦甚し

1.21 32.88 

0.99 22.00 直言紙は同上にし
て材の 11m朽 L:f1!f 

じ ノ 1.07 22.96 22.393 大なり

22.22 

菌新iの王室育;決態
は同上lこして材

屯 百 | 5.16 4.50 2.11 2.39 53.11 48.626 の腐朽も大に し
て繊維質と化す

5.21 4.54 2.49 2.05 45.15 

7.69 6.78 菌最長の霊童育 ~x態
は向上に して材

y ヵ・ I 11 I 6.81 5.98 4.27 1.71 28.59 23.316 のl府朽も梢大な
り

7.73 6.76 5.41 1.35 19.97 

5.29 4.67 2.62 2.05 43.89 菌将:の王室脊~え態
は向上に してねー

5.94 5.24 2.91 2.33 44.46 41.523 の腐朽甚大なり

5.49 4.83 3.09 1.74 36.02 

7.66 6.77 5.46 1.31 19.35 菌ま*は主と して

底部端に王f主道官に し材
カラ" ~ I 17 I 7.27 6.40 5.32 1.08 16.87 16.740 のー 腐朽

、f

7.95 
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材の種類呑~'Ë 主WA主乾iトei重Dghr量tv 絶Owv乾ene-igD重hrfv 量 減 Lo田少 卒均減少率備 考
Kind of No. 試験前試験前試験後遺 i(ggjhJ.土) t Efz AveraRe Lom Retharlzs 
Wood I ~W . I Before I Before I After I Wei!!ht IPe1' Cent I Per Cent 

T田t(g・) I 'l'est(g・) I Test(g・ ) I (g.) I (予6) I c%) 

菌品名は 5Eiに後育
して材を包み材

t .)lコ-v ~ I 20 I 5.02 I 4.45 I 2.72 I 1.73 I ;)8.87 I 37.050 の腐初も大な り

21 I 5.14 I 4.55 I 3.13 I 1.42 I 31.23 

22 [ 6.29 I 5.59 I 4.24 I 1.35 I 24.15 酬の関紙
は向上にして材

7''/""ご ~ I 23 ω I 5.69 I 3.81 1.88 I 33.04 I 28,806 のな腐り朽は制笹徴

l ドマ~ 1 26 ω 1 3.85 

27 

28 I 4.78 I 4.20 I 2.62 I 1.58 I 3叩 酬の帥欣
は向上にして材

エ Y マ~ I 29 I 4.53 I 4.00 I 2.45 I 1.55 I 38.75 I 35.136 は甚く腐朽す

30 I 5.04 I 4.44 I 3.15 I 1.29 I 29.05 

31 I 5.45 I 4.83 I 4.18 I 0.65 I 13.45 菌統は底部のみ
に護育して此の

b バ I 32 I 5.55 I 4.89 I 3.88 I 1.01 I 20.65 I 16.426 部は甚く腐朽す

33 

材の種類 番B是

Kind of 
No. Wood 

1 

ス ギ 2 

3 

4 

b ノ キ 5 

6 

13 スエ ヒロ タナ (Schi・zophyll'tl?n comnntne Fr.) 

気可AW乾ire-i重Dghr量Zy 約ORv乾erne-igDZE1r32y 盆

試験前試験前I試TA四験fktegr後.) Before I Before 
Test(g.) I Test(g.) 

4.19 3.70 3.70 

4.41 3.92 3.90 

4.42 3.92 3.90 

4.12 3.67 3.67 

4.13 3.70 3.70 

4.06 3.63 3.63 

昭和 3 11ニ 5 月 12 日接純
昭和 4 1.1' 5 月 12 日制査

誠少 a平vP均eerra減g白e【少%Lu率tO〉S4l 1 1 ! 

Loss 備考

W重ei(gg量h.)t ||1Per(尋C%ie n >t RemMb 

。 。 苦言紛は材の全面
に後育する L 材

0.02 0.51 0.510 は全 U~1朽dず

0.02 0.51 

。 。

。 。 。 同 上

。 。
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減 少

材の種類 番目見 1一耳1一ei一gh・3t vW- ーeー18-41dEt J Loss 2j三宅1減 少率 制白 ゴJ多

Kind of Noυ 試験前試B 験 問I試TAed験ft(egr後.) 
重量 IPer卒Ce Averagne Loss Remarks 

、，vood Before I Before MJei(g宮h・)t Pe nム~ ~-
Test(g.) I Test(g.) (%: 

3.73 。 。 菌主主は材の全面
に後育するも材

宅 4.13 3.68 3.66 0.02 0.54 0.465 は全 〈腐朽ぜず

3.36 0.01 0.29 

5.04 。

y ヵ・ I 11 I 7.10 I 6.28 I 6.28 。 o I 同 上

6.11 。

5.64 0.01 0.17 

アカ..". :;.> I 14 5.43 5.43 。 。 0.170 I 問 上

15 5.68 5.23 5.23 。 。

7.31 6.70 6.70 。 。

カラ..". :;.> I 17 I 6.75 6.11 6.11 。 上

6.54 6.54 。 。

4.30 4.27 0.03 0.69 

U コマ少 I 20 I 4.47 4.43 0.04 上

。 。

>'ミ

0.490 I ff11 上
テウセ y

マツ

トド..". :y 上

エ y マツ 上

ヒ

育
〈

務
会

〈
亦

会
L

ず

は
材
昔

。
m
h
r
V7

る
柏
山
r
v
t

-
4ル
ー

菌
ぜ
腐nu 
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材の1m類

Kind of 
、Wood

ス ギ 2

じ ノ キ | 5 

6 

7 

毛 8 

9 

10 

y ヵ・ 111 

アカマ !y I 14 I 

カラ"" !y I 17 I 

19 

b メコ "，， !y 1 20 

21 

22 

-.r :p 

24 

林業試験報告 第三十三統

14. ニクウスパタク (l1p批 consol'S Berk.) 

4.70 4.18 2.90 1.28 

5.39 4.77 3.68 1.09 

6.19 5.45 4.27 1.18 

5.86 5.17 3.98 1.19 

4.95 4.37 3.20 1.17 

1.16 

�.19 5.48 4.28 1.20 

[.15 

1.68 

�.4t� I 4.~U I il.U9 I 1.71 

1.54 

0.42 

7.72 I 7.01 6.83 0.18 

6.93 6.56 0.37 

4.33 3.21 1.12 

5.14 4.58 3.20 1.38 

5.17 4.59 3.27 1.32 

4.60 4.09 2.99 1.10 

4.72 4.20 3.13 1.07 

4.67 4.16 3.03 1.13 

30.62 

22.85 

21.65 

23.01 

26.77 

20.38 

21.89 

17.58 

33.26 

35.62 

31.75 

5.82 

2.56 

5.33 

25.86 

30.13 

28.75 

26.89 

25.47 I 

27.16 

昭和 4年 3 月 1 日接続
昭和 5 年 3 月 1 日調査

23.016 

23.810 

19.950 

33.543 

4.570 

28.246 

苦言紘は2告に愛育
して材を全部包
み材の f(t8朽甚く
大なり

同 上

菌紛の滋育は岡
上にして材の腐
朽は粉大なり

菌紛のす主7守7状態
は同上にして材・

は腐朽干PJ大なり

強絡の登育大i こ
して材の腐;j:~j も
亦甚〈春材部に
白色の繊維現出
す

菌紙、のZ皇官隊態
は向上にして材腐
はi些< i凶器止に
;f~す

資総のま華宵j伏態
は向上にして材
はi些〈腐初寸

26.506 1 悶 上
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材の種類

Kind of 
Wood 

戸
川uoa 

wノ
ア
バ

7

7

 

ド

Y

ト
エ

b 

気乾霊長l 絡t，il:重量 .,"" ,1, I 
] Afトlli;'Î 'I '"'Ov酔:lliy.ä'. i減 T 少|

1 番N!，~ I Weigl~什 Weight I LosS I 平均減少率 1 備
No. I社i字削試験前|試験後l 重量 | 率 I A!.erag~ ~oss ' 

I Bejοre I Before I After I Weight IPer Cent I Per Cent 
Test(g.)I T四t(g. ) I T田t(g・) I (g・) I (%) I (%) I 

4.32 I 

呈多

" 
Remarks 

28.31 商務の王室育*怒
は向上にして材
は甚〈腐朽す26 4.52 I 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

上

J: 

前記各種の腐桁菌は土木建築IC使用せらる L 各種の澗葉樹材に劃しては.何れも激烈なる腐

朽力を有する種類なるい上記の結果の示すが如く、其の大部分のものは僅々10%以下又は之

れに近き減少率にして針葉樹材に劃しては、大慢に於て微弱なる腐朽力を有・するに過ぎやと稿

して可なるべし.殊に甚く繁殖力の強大なるスヱヒロタタの如きは殆ど腐何力を有ぜざるもの

にして、此の事質は C. J. HmIPHREY 氏(19)の米固に於ける澗葉樹の電柱f'LifJする観察及最

近蓋i部亡於ける水戸野武夫氏(20)が針澗雨材IL~討する試験結果に於ても明なる事左 り。 u住ヱゴ

ノキタナ.モ シパタタ . ニクウスパタク.アラグカハラタクの凹腐朽菌は何れも針葉樹材を梢

々甚く搭朽せしむること殊陀エゴノキタク‘毛ンパタク及ニクウスパタタの三者は針葉樹腐何

菌と雌腐何ぜしめ難きヒパ材を腐朽せしめ.特にエゴノキタタに至りでは其の程度最強烈なる

が如き賭より考察するときは、澗葉樹材K護生する腐朽菌~I~ にも其の環境如何によりでは針葉

樹材K寄生して . 之れを腐朽せしむる種類あるは明主主ることなると共I"C . 前記の三種の腐何菌

がヒパ材中に含有せらる L 甚く有毒君主る粗成「フヱノー)1.-.J性分に抵抗して其の材を腐朽ぜしむ

ることは.星雲術上甚く興味ある事買なるべしD

VII. 主として針葉樹材に殺生する 腐

朽菌に封する試験

本質験に供したる木材腐朽菌は合計 10 種にして主に釘葉樹の土木建築用材及生立木の心材

を腐朽せしむる種類にして、是等各菌の腐朽力の大小及腐朽による各種材の重量減少のj伏態並
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K各材の耐朽|笠等ーに就き観察したるもの主主り。

1.レン ク。ワタク (Polysl'ict IlS 昂rsoo>lii Fl'.) 

昭和 4 "1三 2 月 12 13 接純
昭和 5 年 2 H 12 日調査

減少
材・の穏類

Kind of 
Wood 

fJi1i 茸チ
J 

Remarks 

ス キ-

菌紛iは甚 q~ï守
して材を全〈包
み各材の一端 'i.

4.973 I 梢~-!;:(腐初し rM
キ~~俗には白色の
不規則なる斑貼
を生-1'

商事長のま主育は問
上にして材も粉
々腐;Pj し 1M約部
には白色の偏!貸
さ多数の斑引を
1'r-る

じノキ

モ ミ I 8 

iÏf ;f:j告 f;J: JnJ 上 l こし
て材の腐初部に

21.303 I は白色の斑駄を
生じ且つ柔軟と
化す

y 

菌需品は向上にし
て材の腐初は甚
〈一端は「鼻ワ
'� J jlk をなし 11
つ側面には多数
の亀裂を生ず

アカ 7、 ッ 1 14 

l賀線は向上l こし
て材の腐朽は法
〈殊にす付寸部の

j潟朽大たり

カラ.... :Y 

商事告は頂部より
も底部に後育大
に して材は甚〈
鞭微に腐朽ぜる
が如し

己メコ ....:Y

材は全く商品名に
て包まれ材の表
而には大11、不定
の白色の斑鮎を
形成して粉々腐
朽ぜり

テウセ Y

,:Y 

る
兆
一

~
・6
+
i
a円
J

J
t
i
 

上
朽
な

悶
腐
徴

は
の
駆

材
料
材
〈

蘭
も
し



材の種類

Kind of 
九Vood

l' ド" ~ 

エゾマツ

じ
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2.98 1.00 25.12 直言執は同上にし
て材は甚〈腐朽

2.21 1.17 34.61 28.893 して軟化す

2.33 0.86 26.95 

2.89 1.32 31.35 

2.57 1.61 38.27 上

2.58 1.60 38.27 

4.87 。 。 I資綜は会〈王室育
ぜず・遂に死滅ぜ

4.56 。 。 。 り材も亦全然腐
朽を'*さず

4.48 0.02 
〈増〉

2. ""7スタナ (Polyp01'U ヲ 8'ulphureu8 Fr.) 

昭和 4 年 2 月 12 日接程
昭和 5 年 2 月 12 日調査

|京~if霊堂r;j\~喜三重一量 1 .,"" .r, I 1":<';輔 h… l n-mh…|減少 1
材の種類|呑披 l W」ghi 1 WdEJ1{ I Loss 卒均減少率 | 備 考
Ki吋 of 1 市 |青函百!試始前1試験後|豆一正一三長 1 Average Lossl U^ ,,,^_l 
Wood 1 .l~o ・ 1" È~Torë' I"Èet:;;r~'I' 'AÍ'ter~1 Weight IPer Cent 1 Per 工Jent hernar KS 

| jT田t(g・) 1 Te叫g.) j Test(g.) 1 (宮・) 1 c ラ0) 1 C%引

ス

民
υ
a
u

キノヒ

モ

y ヵ-

1 
/ 

3.50 3.18 2.74 

4.64 4.19 3.71 

3.99 

4.15 

4.01 

4.08 

5.27 

4.65 

4.70 

5.81 

6.33 

5.79 

に
の
兆
一

b
制h
F
L
4
4・
4

a
v亦
ふ
や
十
-

菌
各
殊

部
れ
は
す

会
主
部
朽

は
包
材
腐

材
て
春
く

4 し
朽

a
-

腐
上
に

同
保

は
は
す

紋
材
東

南
て
を。

。
片d
-

A
U
 

T
E
A
 

菌最高は向上にし
て各材の恭材は
腐朽の矯め軟化
す

菌車告は向上にし
て各材は其の一
端何れも腐朽し
殊に泰材部の腐
朽大なり
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主A1主Vi乾re-iD重ghr量y t 絡OvM11etfne-igD重hr色y 誌 減 少

材の種類 司書抗 LOS3 平均減少率 制ìI

Kind of No. 1 ft.も験前試験前l試A験fte 後重 i(gg企1.1)t |llP 率 AvPeerraEむeeLロt06S Remarks 
Wood efore Beおre l r we ercen 

Test(g.) T問t(g・) I Test(g・) 1 (g.) 1 C%) 仁ラ0)

1包 5.33 4.92 3.83 1.09 22.15 I省総は同上に
て恭材郊の腐

アカマグ 14 5.43 4.92 4.27 0.65 13.21 17.033 法し

15 5.63 5.11 4.41 0.80 15.65 

16 6.97 6.34 5.34 1.00 15.77 E古紙は向上に
て材・の若手村部

カラマク 17 7.38 6.67 5.77 0.90 13.49 13.740 腐朽大なり

18 7.19 6.60 5.81 0.79 11.96 

19 4.87 4.42 3.77 0.65 14.70 l荷主主は同上に
て;M'の rp.!J;f'j J~

b メコマク 20 5.~0 4.72 4.19 0.53 11.22 12.106 も前者 è ~'iもな
所なし

21 4.89 4.42 3.96 0.46 10.40 

22 4.19 3.82 3.64 0.18 4.71 菌救は向上に

テ ウセ y て材腐は一端が
マヅ

23 4.28 3.90 3.75 0.15 3.84 3.383 に初を*"t!:

24 5.48 5.00 4.92 0.08 1.60 

考

し
約

し
は

し
態
る

し
他
り

トド-v :J' 

E留軍事は向上にし
て%材共に ~Jè ( 
腐朽して軟化す

ェ y蜘 7:))

菌綜は悶上にし
て各材共に腐朽
の主主め甚〈 軟化
す

b 

I笥総は宅 L 殺育
ぜ?材 L 亦ヨモ然
腐朽を来 さ ず

3. カイメ ンタ ナ CPolyp01"t1S 8chweinitzii Fr.) 

昭和 4 &l~ 2 月 12 日 接種
昭和 5 &1三 2 月 12 日 制査

3え ギ

12.17 

10.47 

12.71 

11.783 

材の種類

Kind of 
Wood 
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気AWi乾トei重Dghr量yt 絶OWv乾eIeFiDg重hrty量 油附 & 
間類 | 糊| LC田 吋少率!備 考
Kind of N日 o. 試験前試e験fo 問l試A験fte後重量 [ Pe~率C AvPeerr agCe eLnt OES Reu maa rkg 
Wood Before B re r Wei(ggh.) t Pe ent nt 

Test(g.) I Test(g.) I Test(g.) 1 (g.) I C予6) 仁ラ6)

4.30 3.90 3.22 0.68 17.43 菌統の霊童育は同
上にして材は雨

b ノ キ | 4..20 3.80 3.21 0.59 15.52 15.770 端部が給守腐朽
す

4.15 3.76 3.22 0.54 14.36 

菌総の王室育は同

1.09 I 26.39 I 
上にして春材部

屯 27.653 I の腐朽は殊に大
なり

9 

10 6.26 5.60 4.30 1.30 23.21 首号事長の後育は同
上にして材の雨

j> :1/ I 11 6.39 5.73 4.32 1.41 24.60 24.313 古市に:ff~ セ大なる
腐朽部を生ぜり

12 6.24 5.61 4.20 1.41 25.13 

13 5.80 5.46 3.89 1.57 28.75 閣総の王室育は同
上にして材の雨

アカマj> I 14 5.86 5.44 4.19 1.25 22.97 26.243 端部の腐朽f-*に
itl!し

15 5.25 4.85 3.54 1.31 27.01 

7.23 6.11 1.12 Hi.49 商品主は同 [:1 こし
て材は金憾に亘

カラ... j> I 17 I 6.96 I 6.43 5.38 1.05 16.32 16.650 り腐朽す

7.00 5.73 1.27 18.14 

4.44 3.16 1.28 28.82 甑乱告の後育は同
上にして材は各

ヒメコ，j> I !lU I 4.甘4 I 4.53 3.26 1.27 28.03 28.570 腐自主共に干白々甚〈
朽す

4.40 3.13 1.27 28.86 

4.40 0.77 14.89 菌紛の後育は同

テウセごj> I 23 
上にして各披共

4.58 0.93 16.87 18.616 に材は梢々腐朽
を来ぜり

3.15 1.00 24.09 

2.47 1.18 32.32 爾総の後育は同
上にして材の腐

?ドマj> I 26 I 4.02 I 3.64 I 2.64 1.00 27.47 28.673 朽は前者に比し
て大なり

2.53 0.90 26.23 

4.26 I 閣総のま主育は問

エ.))" ... j> \ 叩 | 22.240 
上にし微て材なの腐
朽も極 り

4.57 4.14 3.15 0.99 I 23.91 
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材の種類

Kind of 
、rVood

合m ポJ 

Remarkq 

h pマ

4. ワタク'-jJ-レタタ (R仰.~α vaporClria Pel's.) 

昭和 3 年 4 月 5 日接線
昭和 4年 4 月 5 日調査

材の種類

Kind of 
、Vood

減少
Loss 自H 量子

'J 

Remnrks 

ス ギ

材は全部1Mf約:に
て包まれ腐朽も
亦甚〈して軟化
して主主)践す

b ノ 三宅

菌紛の愛育は向
上にして材は法
〈腐朽して柔軟
と化す

モ

阿
佐
化
他
し

は
亦
軟
は
甚

育
材
て
端
て

汲
て
し
一
し

の
し
朽
に
比

赦
に
腐
殊
に

商
上
く
し
端

Q
υ
 

旬
tn

A
 

n
h
v
 

q
υ
 

y 

商総は向上にし
て材も甚〈腐朽
し且つ下端部は
腐朽の1:t め狭小
となる

アカ.". :y 

同
腐

は
の

育
材
り

愛
て
な

の
し
大

総
に
亦

菌
上
朽

カラ-._; ~ 

同
腐
比

は
の
に
り

育
材
材
な

後
て
符
徴

の
し
前
軽

一
総に
は
て

菌
上
初
し
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主主乾重量絡乾設立 I ".cO .,_ 
Ai.r-Dry Ov酔D~y.u_，減 T 少 I c_" •• • _._ I 

材の種類 ; 番抗笠虫EL-2生生 I _ J,08s I 卒均減少率| 信11
Kind 0ばf I N恥o 試験前試験古前判甘可|戸試琢1司孟到| 霊 琵 l 率 |μAverage L吋 R晶e凹ロm悶1
Wood I < 'V'  Before Bef，おor問匂 I After I ì羽再Tei!?ht IPer Centl Pe引l' Cent I ヨ

一一 一一一一2笠(包bωg必ω.) T白叫《均恥g必ω.) I T日est均匂.)汁I (岳E必ω.)汁I (ω%コ刊I c似%)汁| 

1 ¥J I 4.45 I 4.08 I 2.52 I 1.56 I 38.23 i 菌紛の後背は問
. __ I .._ I _ __ I c.  _ I c I 上にして材の腐

t ，;lコ，，/' • 20 I 4.86 I 4.47 I 2.72 I 1.75 1 39.14 I 39.216 I 朽 L 大にして鑓
I I I 形す

21 I 4・ 65 I 4.27 i 2 ・ 55 I 1.72 I 40 ・28

;Kｭ
J 

りdのw 4.26 3.94 2.17 [ 商事抑制は問
テウセ:y i 23 上 l こして材のl向

4.61 4.24 2.42 39.286 朽も大なり'7' /, 

24 5.24 4.83 3.38 1.4� I 30.02 

25 

ト ド'7 /' 26 

27 

28 

:r: y' '7 Y I 29 

30 

h 

-

A

O

L

q

o
 

n
υ

円
。
。

ο

.
、p

 

3.58 3.27 | 酬の的は同
! 上にして問4.30 3市 .93 1.72 2.21 56.23 56.860 オリも~~'Fに ì!1i O~
若く霊童7践す

3.75 3.42 1.84 

4.55 I 4.15 1.¥)5 2.20 

l ω5 I 4.23 I 2.01 i 2.22 

469| 4281 155| 273 

4.45 4.45 。

4.42 4.42 。

4.66 4.66 。

5・ ?ツノカタハタク (Ti・αme[es pini Fr.) 

昭和 HIミ 2 )'J 1 2 日接種
昭和 5 ~I; 2 月 12 日 調査

!一一ー京高歪盃t *@ ~百 11Í丞 I .'r" 品 I cc I 

( 番銃器21f Vぷ;~ I 附 L悶ア |卒均減少率 I ~NI 
I No 試験前試験前|試験後|重註| 準 I A!_e時eL悶I Hem 
| ・ i Before Before I After I Weight IPer Cent I P"r Cent I .山晶

I T白t(g・) Test~g . ) I T田t(g . ) I (g・) I C%) I C ヲ0) I 

I 3.74 I ー | ー I ー I I 資褐色の菌綜甚
I I I I <後育して材は

4.23 I 3.86 I 3.78 I 0.08 I 2 ・07 I 2.305 I 全 く包ま る .1. L 
材ーは殆ど腐朽を
'*さず

材の種類

Kind of 
Wood 

ス ギ 2

h ノ寺 I 5 

考

3.83 0.10 2.54 3 4.29 3.93 

4 
一
同
多
表
走

一
は
は
の
迷

一
育
材
材
線

一
後
て
し
色

一
の
し
朽
褐

一
統
に
腐
に

一
商
上
少
而
す

一

一

d
佳

一

一

n
h
V

A
HV

陶
，e

一

一

o
o
-
-
n

u
u

一

一

8
M
9

←

一川
仏
仏

一

一

n
v
n
U
9

サ

一

一

。
“
の
“

d

宮

一

一

q
d
Q
o

n
o

一

T
A

向
。
司
よ

一

Q
U
Q
0
9
υ

一

n
O
T
A
7

・

一

n
u
n
υ
T
A
 

Q
υ
a

生
組
せ

6 
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I ~"." lUr-.ury I vven-.ury I …T.n,'" 

材。の種類 | 番枕 Weight I -vv~i函t I 1'0出 | 卒均減少率 l 備
Ki叫 of I N"A 宵百百席画雨前面否日[( i羡 I ギ I Average Lo田 I na..,...l.o 
Wood I ~>V . I Before I Befol'e I After I Weﾍ!!ht IPer Cent Per Cen主 l μU川崎込山

I I Test(g・) I Test(g.) ITest(g.)l 忌) I (号の c Fの ! l l [ l 1 5 ぺ | 菌酬…………紛伽ω………の峨哨叩釦滋帥附伽育削刊ま幻!
8 I 4.77 I 4. 3況1 I 4 川 0.2μ引4ぺ| 5 ι 5 〆…l混長針問告刊孔I 上にして材の表

I を生?
9 I 4.36 I 3.96 I 3.77 I 0.19 I 4 ,09 

5.71 1 5.181 4.21 1 0.971 18.721 

80 

司三

y 

アカ V~

カラ""7;)>

じメコマ グ

テ t} セ ν

7:;> 
23 

24 

休 業試験半世 ffr 第三十三腕

考

6.10 0.77 

0.70 

l裟需品の王室育，j: lliJ
上にして材の表
商には小孔をとi三
じて多少袋腐の
扶をなす

1;).89 

勺
dA

U
 

R
υ
 

12.77 

5.19 

5.36 

5.80 

0.62 I 12.91 

0.58 I 11.57 

0.53 I 9.54 

首総の後背は向
上にしで材は~亙

11.340 I 徴に腐朽す

7.64 

6.92 

7.40 

y
i

n
Aυ
 

内
，a

n，
，

-

ｭ

n

U

A

U

 

H

O

F

B

 

A

U

A

U
 

-

-

n
U

ハ
U

菌乱告の官室育は同
上!こして材は yi;

0.790 I と腐初ぜすー

0.06 0.88 

4.65 

4.96 

4.70 

5.86 

8.35 

8.54 

商品名の王室育は向
上にして材の-

7.583 I 対日慌に 1M朽す

4.47 

4.45 

!L18 問
畑
山
納

は
は
て

官
材
し

脱
出
て朽
ず

の
し
腐
生

総
に
に
を

菌
上
徽
孔

炉
内υ

内t


nnV 
1
A
 

4.01 。

6.26 I 5.72 1.57 

25 

l、 1" マ~ 26 

27 

ヱグマ Y

31 

b バ I 32 

4.14 

4.21 

3.85 

3.78 

3.84 

9.25 

12.50 

14.44 

菌総の霊童育は同
上に して材は千千

12.063 I 部に小孔を生じ
て袋腐の!日;態を
なす3.53 

5.23 

4.45 

4.71 

汁
リ
ト
hv
a川
晴
!
ぺ

わ
WV
イ
4
pト
仙
川
いJ
A

は
は
の
の

育
制
判
其
鍛

滋
て
し
多
?

の
し
朽
は
生

判
明
に
腐
に
を

磁
上
〈
商
務

ハ
uaaA 

Q
υ
 

必
品Z

O
A
H
 

20.37 

1.07 

1.14 

n
v
k
υ
 

の
G
A

生

-

ｭ

n

o

n

b

 

o
hH

0

8

 

4.71 

4.75 

有吉紛はまま育て:!:i、
材も亦腐朽てまず

0.220 

0.01 I 0.23 

01 0 

5.18 0.01 I 0.21 
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5. ツガサ Jレノコシカク (Fomes pinicola Fries) 

昭和 4 年 2 )'J 12 日接純
昭和 5 年 2)'] 12 円翻公

気~:!t孟tfl-- ----;紹 ~T~よ武盆 '.1' .1. I 
I Ai'~~lli~ 1 "'0 O;~n~Dl' vdJ~ 減 T 少

材の級類 | 番出足 I Weight I ~Weight' I J"O盟 | 平均減少率 I ~iU 
Kind of I NA 頁冨百11 i官官前 11i>t-~-後1111 i注 |五-; Av叫eLo田 |
、Vooli I .'V. I Before I Before I Aft恐 r I Wei2'ht • Per Centl Per Cent I 

I Test(日 ・ ) ) Test(宮・ ) 'Test(g.) I (g.) I C%) I C%) ) 

1 可 A A(¥ I ? (){¥ I , rYl¥ I 0 9(¥ 3.90 I 1.eO 

考

Rema.rks 

ス 宇 59.966 

lf需品は王室育大に
して材を全部包
み材も甚〈腐約
して軟化す

fii訴の後育は同
上にして材の腕

じノ ギ 1 [j 3.52 1.77 5印0ω9削 l 朽も…
6 4.02 3.54 1.73 1.81 I 51.12 

t抱l需品の滋育は問

8 I 3.91 I 3.41 I 2.88 I 0.53 I 15.54 I 
上にして材の腐

司ミ 、ミ 1 ]9.753 I *1j は I陸徴なり

"i&î紛の王室育は l司
上に して材の腐

y ヵ・ I 11 I 7.50 I 6.60 3.53 3.07 46.51 引山山山51.846 1叫悩4“6 l f 仰はな
5.51 2.36 ~.15 57.16 

6.11 5.38 3.34 ~.04 37.91 I量I紛の滋育は r'l
上にして材のー

アカ"7 J> I 14 I 5.41 4.73 2.51 2.22 46.93 41.570 すJii は f也古市 l こ比し
て腐朽大なり

5.27 2.79 1.85 39.87 

7.69 6.79 5.10 1.69 24.88 E制品の官室育は悶
上にして材はif!1J!

カラマ/' I 17 I 7.48 6.61 4.72 1.89 28.59 24.906 微に腐朽す

1 立I紛の滋育は問
| 上 に して材も亦

60.640 i!k<腐朽大なり

w町
υ

の0• d
せ

首級の~育は向
上にして材の一
端は他端に比し
て f(i!i朽粉々大な
り

テウセ γ

マグ
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控官室|官鳴官y定 減 少 i材の種類 事~~lè I -~;~t';:î，~ I ~W:'t~.h;J I Lo四 卒均減少率備 考
Kind of No ・ W玄ei(gE武h-)t ||| Per 本CeMAvPeemrECe eLnt O担 Rema巾Wood 

C%> ! ( %>

1.57 2.29 59.32 菌紛の後Ffは問
上にして材は金

トド マ ;)1 I 26 I 4.45 I 3.90 I 1.70 2.20 56.41 58.116 憾に亘り腐朽大
tl: り

1.03 2.31 58.62 

3.56 0.65 15.43 I若林のま主育は同
上にして材は他

3.33 0.71 17.57 16.580 に腐朽を来ぜり

3.38 0.68 16.74 

2.69 1.99 42.52 荷車告のを主育は伊j
上にしてHの瓜2

T二 バ I il!<l I �.HJ I 4.b� I 2.11 2.45 53.72 50.280 朽も亦甚大なり

2.17 

7. ヒ メシ ロカヒ ガラタク ( Lenzites Yosh仇αgai Lloyd.) 

昭和 4 年 2 月 1 2 日接種
昭和 5 !q三 2 月 12 日 調査

利の種類 柑No 議官Awl稔FmE重酔37量t ||||官i継OW同乾m袷ト矢斌Ihkty 野盆 草減ε主vA岬L陶固 少宅一__.A平m均減少E率由 備B 叫考
Kind of 
1司rood

T白t(g.) I T田t(g

4.03 0.43 10.66 

1 … 益鼠に疎に 延 し材
3え ギ | 2 3.54 0.30 7.81 9.230 院住に桁す

そ A 1>1 0.38 9.22 4.12 

3.27 0.36 9.91 苦言来事の愛育は l司

じ ノ キ | 5 I 4.19 I 3.83 I 3.56 0.27 7.04 
上にして材は依

7.576 I に腐朽す

宅 、、 出 l il.¥HJ I 
上にして材は般

5.760 徴に腐朽す

3.48 3.25 0.23 6.60 

5.59 5.20 0.39 菌紛のま華宵は問

ツ ガ I 11 I 6.04 i 5.49 4.96 0.53 9.65 8.126 
上にして材はil!珪
微に腐朽す

5.67 5.23 0.44 
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材の種類

Kind of 
Wood 

11m 考ー

Rem:1l'ks 

7 jJ マツ

]!lft志の後背は同
上なるも材・は甚
〈腐朽してリゲ
ユ y質と化す

j; ラマツ

同
経

は
は

背
材
寸

溌
て
朽

の
し
腐

忠
小
'
M

こ

ヰ
w
i
-

-
h

菌
上
徽n

h
u
 --

0
6
 

0
0
 

-iÏî紛の後背は向
上にして材は粉

℃メコマ :Y I :l0 I 4.70 I 0.33 7.323 腐朽す

4.49 4.13 0.36 8.01 1 

0 ・ 58 I 13・03 I [ 伽併は同
上にして材は紛

テウセご :Y I 23 I 3.95 3.44 0.51 12.91 11.746 腐朽す

9.30 I 

3.26 。引… | 酬の闘は向
トドマ :Y I !.W I i:l.\Jり | i:l.07 I 3.11 0.46 I 12.88 12.273 上にして材も亦

粉々腐朽す

3.44 0.43 

3.96 0.41 菌、主主の~育は同

エ y " :Y I :l¥J I 4.47 4.U7 I 3.62 0.45 11.05 11.106 
上にして材は他
に腐朽寸

3.85 0.57 

4.80 0.01 ( 酬は屯 L師
4.67 4.67 

〈。地〉
。 ぜすーして死滅ゼ

1ュ メ I i:ll: I 0.11 I 。 ! H4M全〈腐
4.52 。 。 イラゼず

8. コ グ冒イロ カヒカe ラタク (Lenzites abietinαFr.) 

昭和 3 年 4 月 12 日接稜
昭和 4 年 4 月 12 日調査

材の醐 輪出試験l~品前1同ll-TB儲dI段Komω前HE zhf 
心暗 ! 卒加率|仙iJ 考

Kind o f 後 、羽重1V「edi(gg量Ih.1)t 1 B A一』卒 Av刊e町r時e FE子，0担 R晶em叩a】巾ks自8 Wood lW-ai Beあre ||試A験fter 
Test(g.) I Test(g). I Test(g ・ )

3.71 0.01 0.26 , j …に後育
ス ギ | 4.4� I 4.U;; I 3.95 0.08 1.98 1.260 し材は i路微なる

腐朽を来す
3.82 0.06 
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;j;.Jの種類 番目見
気AWi乾re-i重Dghr量yt 絶OWv乾eeni-g重Dhrty量 !叫ーんT の田&- 平均減少率 I 備 考

K匤d of No. 地 l持前性暗!前l試 jザ後某.本 I~ 再三 . IA~rag.t:. L.oss: Renmrks 
Wood 

4 

h ノ 5 

6 

7 5.24 4.74 2.98 1.76 37.13 首紛iの王室育は同

36.23 35.563 
上なるも材は甚

屯 、 8 4.05 3.67 2.34 1.33 〈腐朽し殊に亦j
端は腐朽の~~め

9 4.44 4.02 2.68 1.34 33.33 波形す

-~Î紛の後育は悶

1.53 I 28.92 
上にして材は粉

~ ガ I 11 I 5.85 I 5.29 3.76 

4.24 5.89 

5.20 0.60 10.34 首紛の王室育は向

4.20 0.87 17.15 12.823 
上にして材の腐

アカマ~ I 14 I 5.55 I 5.07 朽も檎々大にし

0.57 10.98 
て一宮市は他端iι

4.62 り大なリ

直立主主の後育は炉j
上にして材も和

カラマ~ I 17 I 7.45 I Ü.日U I �.U;; I 14.396 I 々腐朽す

13.56 

| 蹴の後育は同
b メコ，，~ I llU I 4.68 I 4.ll8 I ;;.lll I 1.16 I 27.10 

上にして材の府
29.613 朽は雨端部9;!、 l こ

大なり

立f赦の愛育は同

テ守セごッ I 23 I .49 I 11.03 I 
| 上にして材 L 亦

13.546 柑々腐朽す

トド7' ~ 

問
腐
な

は
の
大

育
材
に

後
て
端

の
し
雨

続
に
は

菌
上
朽
り

ェ y、 7'~

同
其
〈

は
は
甚

育
判
明
に

後
て
特

の
し
諭
す

川
柳
に
雨
朽

遊
上
の
府
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減少
LOS8 昔話 来

J 

Remarkq 

31 5.13 E自i *主は宅も~育
ぜ?材も亦全然

。 I I腐朽ぜず

"" υυ 5.13 

4.67 

4.49 

4.67 

4.93 

ﾐ. ヒロパノキカヒガラタケ (Lenzites 8'ubferr'tlgineαBerk.) 

昭和 3 (，!~ 4 月 17 日接和
昭和 4 五!24 月 17 日制査

1 誌乾蚕i1_ff予百乾重党.~r-t'. 山 I 
I ，~n.h I Air-Dry I Oven-Dry 附守 7 1-._". ,. _, _,_. I 

;f;jの鰍 i 棚|主盟1 -W;ight ーと_1 平均減少率 | 備
Kind of l\fハ !試験前 |試験前同 l除後1 :重量 | 卒 I A¥'erage 108s i Pn~'n_l_" 
Wo印1 日 u ・ ! Hefore 1 Before 1 After 1 Wei!!ht Per Centl Per Cen主 F ム."'Vll品川辺

: Te主(g.) I Te竺色.1 I '],' est(g .且一(企2_ (%)一 一一よ竺L一一一一一

I 1 I 4.20! 3.83 I 3.50 I 0.33 I 8.61 I 酬は材の銅
ス ギ I 2 I 4.33 1 3.94 I 州 | ωI 10・ 15 I 9.390 I 説11続投

0.37 I 9.41 I I -ti V 

I 4 1 3.93 I 3.00 I 2.07 I 0.93 I ω I 附の併は阿
上にして材の腐

h ノ キ I 5 4.01 I 3.67 I 2.77 I 0.90 24.52 23.726 I 朽は甚〈雨端は
! 腐朽の匁め亀裂

6 4.0o I 3.65 I 2.89 I 0.70 1 20.82 I を生ず

宅

y ヵ・ 111 

アカ.... ;/ 14 

カラマ;/ 17 

考

F 

j 2.83 1 1.00 26.10 

3.07 1.00 24.57 

1.14 29.00 

4.66 

4.77 1.02 I 17.61 

1.13 20.81 

15.16 

8.20 

17.18 

9.18 

10.23 

12.42 

l誼総のま童育は I司
J二|こして材は 1霊

10.610 I 微に腐朽をêlIミす

I誼紛の王室苛は!.，-I
上にして材の I(I!ì

26.556 I :f1j L 亦ilt.-<大な

10 恥

r
A
U孟

H
η

客
乍

の
朽
上

背
腐
向

後
の
憾

の
材
大

統
及
は

商
態
皮ハ

υ
唱
'
A

Q
O
 

Q
U
 

可
A

12 

13 ]\\Î~告の波育は向
上なるも材の腐

13.513 I 朽は粁I 々 !I盤徴な

15 

16 

18 
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の種類 |帥龍鳴y匙円 i判的|備 考
k1h干odod of N0・ 試Be験fore前 !試A験fter後 H重1-:盆14|ln 卒円.lAv~:~g;._~.ossl Remarks 

Test(g.) I Test(g・) I T田t(g・)

19 4.80 4.32 3.29 1.03 23.84 官立総の王室育は向
上にして材は粉

じメコ ，，:Y I 20 4.71 4.33 3.39 0.94 21.70 23.586 腐朽を来す

21 4.76 4.40 3.29 1.11 25.22 

。~~。 4.53 4.19 4.05 0.14 3.34 菌需品の後育は l可

テウセ y | 23 上なるも材はタ腐ト
6.50 5.96 5.80 0.16 2.68 2.920 翻的には殆ど

7 ::Y 
ぜ?

4.70 4.37 4.25 0.12 

1.19 32.24 | 菌株の溌育は同
上にして材は腐

ド マ :Y I 26 I 3.87 3.54 2.34 1.20 33.89 3 1.346 朽甚大にして溌
7移す

2.66 1.03 27.91 

i 前線の後育は/r;J
, J:.に してヰ才は手j~

.:c y・ " ~ I 29 I 4.70 I 4.29 I - |1 腐県朽ぜるも表面
主主ぜる:!i.bめ番
統不明となれり

菌総t工会くまifì守
ぜず材・も亦腐朽

じ バ I <J:l I 5.15 I 4.7'/. I 4.12 I o I 。 | o I を来さ?

10. イテフタク (Pax匀l'Us panuoides Fr.) 

昭和 4 '"r~ 2 月 12 日接種
昭和 5 "1二 2 月 12 1:1 調査

材の醐 I 軸 I身Aw長乾u吋r-I重hwt 量絶Owm蕗dnFgE重hrtJv量 油鵬出，仇グ 平均披押 | 備 考
Kind of N 試験前試験前I試験後重 量 !Pe;卒C Averaze Lom R h 
1干ood I .l'O ・ Before Before After Wei(ggh.) t P ent P enb emar 

Test(g.) I Test(g.) I T朗t(g.) I (g.) I C%) I C%) 

4.21 3.76 3.28 0.48 12.76 l 菌統は材の全面
を被援し材も亦

λ ギ | 2 I 4.44 3.93 3.37 0.56 14.24 14.803 腐朽を'*ぜり

4.26 3.79 3.13 0.66 17.41 

3.61 3.16 0.45 12.46 m忠告の後育は問

ヒノ キ | 5 I 3.98 3.23 0.75 18.84 16.770 
上にして材1，亦
絹腐朽す

5.02 4.47 3.62 



材の種類

Kind of 
Wood 

ふE

)l> 

アカ" )l> 

カラ " y 

b メョマア

n
o

ヶ
・

9
“
。
“

y
 

マピ
!

ト

エグ ， y 29 

じ ,. 

E.Il築月]針業制イサの耐利性に品íJ する研究 87 

が
J 

Remarks 

| 菌需品の併は伊j
J二 !こ して材 L ~I~ 

20.260 腐朽す

l 121紛の的は問
上にして材の府

21.693 I 杓 L 務大な 1)

3.37 

25 3.68 I 2.55 I 

菌章*の王室育は同
上にして材は~I~
腐朽を来す

閣総のをま育は l司
」ニ |こし て材は粧
徴に腐朽を来寸

30.70 I 菌絡の霊童育は向
上にして材の腐

31.826 I 腐朽は甚大なり31.20 

28 

31 1 614l 548i 

:;0 A
U

一

円
υ
a
a
z
ρ
O

R
U

一

ρ
O
Q
U
Q
U

-

一

・
・
・

3

一

4
3
3

i1í\î紛の王室育は問
上にして材は繭
端文は一端の腐

| 朽梢大なり
32 

33 
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以上記したる質験結果よりして.各針葉樹材が各種の針葉樹材腐朽菌によりて . 1 信i年に失

ひ?とる減少率の平均のみを摘記すれば次の如 し。

l応朽菌の種類

Kincl of ¥Vood 

Destroying Fungi. 

ス

ギ

材の 4主#rì司
Kind of 、Vood .

担 ケ lい川4ω山山973悶3|hhい川川1叩山山…0 .1叩叩1臼別5印6|…|O.l.VV1.LI..l.OVVU1.I.IVOV.l.ﾙ

j 
""vovo�

j 
.LO.1.VtJl.LVOVVVI.LVOUVVj-UU.UiH.lj VVOVVV

j 

ケ l卜川川臼山ω山吋2.8附山s鈍拙ベ4却43[イ|卜10.7叩山山! 1川川1ω山0ω9山出d山1 17口一7|
O�.l.LV1.l.iJOUt.H-�.1. I OVVUI.LVO I "Xv l .L~..1. VV I uOvvuJ .... , ooJvv) ,f.Jv. ...I. ....vJ 

じ

, < 

ケト1 783|川吋別13: 26.243[…s山…31 22 .24川s
1

.. _ _1__ '_VVj_ "vÁv1_v ,_ ﾁVj 'V'UVV1_U,U' v
1 
Áu,vÁV j_u.v. Vj__'_ ,v

1 

タ 夕 サ ν 担 ケ | 自 () I':~ ~究| 雪刑， 0' 心且M吋9明ザJ旦引， 1':')1': 1山|
y ノ |……j VÁ , uÁvl VV.“ ' VjU Á.U_Vj' Á…γv …|……|……j uV'VUVj UV 一

| 。…1 A ~ ,J " 'A.，I日唱の 1">' ..... 0 . 1 ハ | ハ円n (，J "'"…|守 口陶 |刊 ^".J OA …I f¥ onf¥ 
7 少ノ カ担 ノρ、 評ケ | 山b1i 州:ll 5 .4り苫;r礼bふ川.

[!:::{¥ ()~ l!\r:::f\ (\1 ~ 1 ' í\ 1'1r::: ~J t:: ， DA f!_ I,j' 1:1'71\10,1 (¥(¥alal¥ aAnlQ,t oA~ I r::: o "'f,a. I, c t::01¥J Y ガサ Pレノコミノカヶ 1 59 . 9661 50 .91 6 1 19.753 1 5 1. 846 1 41.570 1 24 . 906 : 60.64013 |1  uv.v.J.Vj J.�.' VUj tJ.l .0":l:V] "':t.l.u I Vj..-:r'''VVj ¥Jvov":tvl 't .. r:t . ~ ";I.: v l uo..1. .LV1.LUOUOVI 

ラ 担Mぺケぺ[卜9 泊m刊ψ01 7山 76イ 8.1臼126鉛6山3| 8 3161 7口川川3泊323お3d|山|卜ド川凶1η山12.27η問2幻7山d|"VVI u'ﾁ_vl_v"vvl u,vÁv
1 
"v_v1ﾁﾁ" Wj"_,_, v1ÁÁ,, vv

1 
1 1 ,)I':()I , ') , h 'l j 白 1 ')，[ ');'1119 >19<11,4 QOgl90 1':1 '11,'1 h41':1')0 %91 '14 O()l':j コゲ イロカ己ガラ ð< 7' 1 1. 2叩丸町3附3124 . 2531 12.823 1 14.3961 2叩31 1 3.5461 2川2i34・9円。

…9.390: 23ゆ仲3101…日 610|吋 2m34

l 
4μωω叫8叩m吋…0閃片…3可ヤ叩…3 1 16 .7 7片円16別川6引6.77竹7山0

育柿前íj表の示すが如く、スギ材はワタ クグ，サレタク及ツガザルノコシカクに輩埜劃~しては 、 甚く腐F桁lUj し

易きも 、レ ンク'ワタナ.コ グイロカヒ ガラタナ及ヒロパノキカヒガラタクに劃しては. 大なる

削朽性を現し叉殆ど凡ての腐朽菌に到して . 全然腐何せざるか、又は甚く il~徴に腐朽する青森

産ヒパ材もツガサJレ ノコシカナに悶りでは、著く腐桁するがおl く .材の耐朽性は腐朽菌の脆瓶

K 由りて甚く異なるものあるも其の一般的傾向は . 大憾に於て相似せるもの怒りとすG 然れど

も材に封する各菌の腐朽力は . 其の種類 l亡 由りて茜く 異なるものに して、例へばワタクサレ

タク及ツガサ Jレノコシカクの如きは激烈たる腐何力を布ーするも.マツノカタハタナ、ヒ メシ

ロ カヒガラタク等は.之れに上として腐朽力微弱たるが如く、腐朽菌は其の種類十亡依り て甚く

其の腐朽力を異にするを以て.閉じくス ギ又は ヒノキ材と稿する も之れを質際に使用したる揚

合雨材の耐朽年限に大足並る差を生やるは質際に有り得可き こ とにして.従ってワタグサレタ タ

の虫nき腐朽菌が護生して.其の環境問子が之れが護育vc. ì適合 したる揚合は其の腐朽力激烈にし
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て .153 くべき短時間日に材の腐何を見るものとす.而してNíi記し?とるが如く青森産ヒパ材陀は.

大部分の木材開朽菌は . 護育し能はざる迄に耐朽性大友るいモミサ Jレノ コシカク.ツカeサ Jレ

ノコシカナに悶りでは甚く腐何し.イテフタナ.ヱゴノキタク等の如き種類lと因りて、亦腐刊

を認むるな り.即ちヒパ材を寅際に使1日したる揚合稀Il.:比較的早く腐朽する こと あるは， M く

の如き種類の腐朽菌の寄生を受けたることに基因するものなるべし 3

三?くに考ふべき問題は.材 のw.~何をうk1とす菌類の寄生を受けたる被害木が，用材として滋気を

受け易き個月rrに使m されたる揚合. 是等:の寄生菌は再び其の材を腐朽せしむるや否やの問題な

りとす。此の事質は材の利Hl上!尉る重要にして 1928 年 J. LmsE 氏はマツ材に寄生するカイ

メンタナ、マツノ カタハタ夕、ナラタク.マツノネクチタクの如き . 4 駐の腐朽菌は伐倒後に於

ける 7 ツ材に針しては全く腐何せしめざるか.叉は腐朽せしむるも極めて軽微なることを記述

せh 而して著者の寛験に使用せるf十葉樹材の腐朽菌中通常生立木に殻生するものは.マ スタ

夕 、 カイメンタ夕 、 マツノカタハタク.ツカ'サ Jレノコシカク及ナラタクの 5極K してナラタク

が護育極めて不良に して腐十'7j甚く軽微たること，及カイメンタナが~1Iì大なる腐朽を来したるこ

と等は LmSE 氏の質験結果と一致するも、マツノカタハタクの菌綜が，訊験材に極めて旺盛

に護育して.ツガ.ヱプマツ、 トドマツの材は柏腐朽を*すも. ;!'Iじの他の材に封して腐朽極め

て微弱なることは其の趣を異l亡し. 7j;jd亡著者の宜験に於てツガサノレノコシカナが各種の針葉樹

材に到して激烈なる腐朽を起さしむることは最注意を要することにして.此の結果より翻ると

きは林地 fC於て生立木の材を腐朽せしむる菌類い m材腐朽の原因をなす事あるは否定し能は

ざること友りとすO

之れを要する t亡、通常林よ也氏於ける生立木に費生したる 'llll朽部が.土木及建築用材として使

用後其の腐何部が白後進展するや否やは、之れが原因をたす腐朽閣の種類に1'1]ることにして

;fIl:t1C論定し能はざること友 1) 0 ::9，くに商l表に揚け?とる針葉樹材開何菌中より建築土木用材 K護生

する 6 程の腐朽菌を選定し. 是等の各菌に困る減少率より各店1材の耐中75性を比較しTこり 。然る

に重量減少率の大小の割合は、必やしも常t亡漸進的のものにあらす九 印ち耐朽性の第ー{立に属

するものと.. ~(位にあるものとは常K僅少なる数値を以てせfして，時には其の聞に大なる差

を生じ， 第三f立にあるものは之れに反して僅少なる差に過き'るが如き例多数あるを以て、草花

計算上iζ現はれたる重量の減少率を以て.直i亡材の耐朽性fl:iI国位を典ふるは、和々穏首を倣ぐ

の嫌tいあるが放fC . 著者は常揚杉浦技師のJlJJ言によれ各材の耐朽性の順を定むる に-:jJ(の如き

方法を採用せり。 ~p ち使J1l-1士る針葉樹材 11 極中其の此少率の最少なるものと.最大たるもの

との差を求め、之れを 10 11:て除 L. 其の王子均差を算出せれ而して減少率の最小なるもの L

rnH朽性を第一位とし.之れに前記の平均差の 1 倍をカ11へたるものを第二位とし. 2 1吾を力\1へた

るものを第三位とし、 1Æ::火斯くの如くして 11 階扱迄の数を算定したるものを各材の耐朽性を

定むる基準教とたし.之れに各材の減少三容を封照して 、 其の基準敢に該常するもの叉は之れに
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近き減少奪三を有するもの陀其の基準数の有する耐朽順位の階級を附して各材の耐朽程度を考察

し?とるものにして、其の結果はずく表のまJ~ し。

腐朽ß!jの純類

ICind of Wood 

Destroying I 順

Fllngi. 

イヰ の 事n 類
Kind of Wood. 

ヱt:.

ド y

y y i パ
. 1.. 1 

i減R成占少主卒t，字1三;1 4.97口31叩0.156 2紅1. 30ω32鉛6.3幻132鉛0.3お83ωI 1.103 19.5“66' 1叩0. 8剖66引1 2鉛8.8鈎93司1 3符6.6ω30 ， 0 

y )J' ワ担Mク ! 減少卒 1 3“J基申忠~ Ì準終 放 I lJ V.vvv ""'''-'.<.IVI ......, .UV -;I: ....u.V?: J. I,uJ. . ...' V1.LV.V..l..V .....-;J: .vv ..... l ~v.vvv l , .v""'V j 
耐朽順位 I ~:~v~v l ~::~ ' I _:~v~~; -;~v;ì -~~" ~ v 1 仁 1) (6 コ 1 -::;1 ~ ~v~v l :山 (1) 

'J. .,_ -=-,-". 1/)(¥ l> n...-..... ., n .,f\ lo r> ",,,,,....1"'"1 1' 0 ,. 1 .4"'1 r::: n , .�(' l'ﾐ.... <)(¥ n1l>1...." oOﾐIr..o ol'(¥ir:l' ..40...
1 

減少率 60.63331.91036.273 51.62041.521 :36.66339.216;39.286156 

ワ山タ川P サ ν l 減 少 率判吋吋(ド同cωOω附6臼附3
担ケ 1 1，恭た担準修数 1 Vv.VVV v"vvv 'V.vvv ._. ', ,v1 vv.V' "1 VV.V'V -，， _vvl ， v "~"I' -"-1 v,vvvvl 

l 耐朽順位 I (11) I (6) I ( 7) , (9) I (8) ( 5) , (8) I (8) I 州 ! (川(1)

減 少 卒料|ロ14“ωSω仰釧州0∞叫州3判削|旧16 川m別2.7仰 2鉛捌州6ω州01 21.6州0 印附州州6引叩|川1 3 川山64b|h2鈎0ω0ωω4
減 少 卒 13岱2.74必吋6130. 7け7312鉛8却01 2鉛6.82州7引!凶2剖4品41 22剥1 1 20. 9却9ω0811凶8.9白3お吋5116.9ω悶6臼62 1 14.98鈎9ぜ山1臼3必瓜16主慕L 白準i停主 数 1 V_.. , vl uv.. • ul_v ,vvvl_v ,v_ '1 _ 7. ， uu~I__ ， uu'l_v.vvv l ， v ， vuu l ， v ， vv_ 1 

耐朽順位 1 (2) 1 (3) I (4) 1 (11) 1 (5) 1 く 5) 1 (5) 1 ( 1) 1 く10 ) : (5) ! (4) 1 '--j 1 '-u.) 1 ¥_ 7..) 1 '-H.) 1 ¥_ v.) 1 ¥_ u.) 1 '-u.) 1 ,-. j 1 ¥_ﾁVj j '-U J 1 

減少卒 1 9.3山3 .726… 5山.吋山山0叫2叩61 幻鈎20[い山1.3“叫l 一 1 0 

b 口 Pバ々ノキ 1 減少卒剖叫1::: 1. 338山
カ b ガラタケ l 主基~ t準停数 1 uÁO vuu,_' .vuv _..u. -' , ぺ I.v....vl v,vv'l U.V._: 

一 一 一一lJ4 〉 l T 〕? ! 〈プ竺 1 (4) I (8づ三I~O)_I_ I土
| 減少卒 1 1. 26ん.吋3問料mm23!山9向叫川461 29 .叫34・900 0 

ヨゲイ口 |減少卒 b.5仇
じガラタケ l 翠基t 担準t詳告凱 I vt.J.vv.....: ..........VVVj "-'v..uv ....-:I:.V.:l-:l: ....J. .vu , 1....'. I V..I..I.L-;J:......uvl.Lv.vvvl' .J...L....Vj 

耐朽順位|く 1 コ ! ( 4 )1 山 1 (8) (4) 1 (5)[ 仁 9) [ (5)[(9) [01) (1) 

I _ _ _1 _ 1 1 I 1 1 _ 
減少率 1 9.2301 7.5761 5.7601 8.126125.1631 8.3161 7.3231 11.746!12.273: 11.106i 

t:..Jÿ口 |減少率 I?~ :J 引 J の | | | | 1 J J l I ~;~ :;,,, '�: 1 3υ . 496 1 31.946 1 28.396 1 24.847 1 21.297 17.748114.198: 10.648, 7.0992' 3.54961 カ h ガラ担ケ | 基準数 1 uu. 7.VV I υム7.V I “ 1""";1:'0"%11 ,l.I.J.. . .J.J v '
I 
J..I . , ":l:VI.L":l. .LVU1.Lv.v-:l:ul 

耐朽順位 l 仁 4) 1 (3 コ 1 (3) 1 (3 コ 1 (11): (3) 1 (3) [(4) [(4) [(4) 1(1) 

附朽順位数の総言f l24 1 28 1 41 I 46 I 41 I 23 I 39 I 24 I 52 I 41 i 9 

耐朽順位数の平均 _: _4_1 ~~.81 7.6 i 6.8 1 3.8 6A i 4 18.6 1 8.2 11.5 

上記の如く 6 極の腐何菌に劃する賓験結果に於ては.最間J朽性の大なるは ヒパ材に して同材

は単にイテフタクに凶り腐何し.其の他の木材鴎何菌の菌締は全く護育し能はざるたり.ヒパ

IC次いで鴎朽し期きは.カラマツ』として， スギ. ヒノキ之れにさクくぎ.最腐朽し易きは. トドマ
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モ

ア力マツ

つtl

ヱ ゾマツ

トドマツ

v ':Y 17"17 ð<ク . Polyミt'iclus. Pe" S0011伝 Fr.

ワタ 17" サレð<&- ・ Poriαeα:porαn.1αPers.

イテフタケ・ Pαlillus Pαη匂oides F. 

b 口バノキカ b ヵ・ ラタナ ・

Lenzites 凶bfe付句耐αBerk .

コゲ 4 ロカじガラタヶ .L. αbietina Fr. 

tß~ノロカじカ'ヲタケ ・

L. Yoshinα.gai Lloyd. 
、

ヒ)'¥' 

力ラマツ

スギ

デクセンマツ

ヒノキ

ヒメコマツ

9L 
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ツ及ヱゾマツにして、 モミ . ツガ.アカマツ，ヒメコマツの各材は 11I告ほ伺一程度の耐朽性を

有し. 大躍に於て.ト ドマツ . ヱゾ 7 ツ及スギるヒノキ等の如き樹砲の中聞に あり。 而 し て

テウ セ ンマ ツ は . 其の材柔軟に して之れが耐朽性も一般に ヒ メコマツ及アカマツ級の如く信

ぜらる L も 、 前記の腐朽試験の結果に於ては其の耐朽性は秤j 今大 t:r. ることを認むるたE り 。 之

れ恰も米スギ材が其の質柔軟なるにも係らや.大なる耐朽性を有するに酷似せる馳友りと思'f住

す。

之れを要するに.本手[Ht:於て建築土木~IHオとして.最普通に使川せらる L 内地産針葉樹材中

其の耐朽f生の最も大なるは.青森地方.It:生育するヒパにして. カラマツ.スギ.ヒノキ 、 テウ

センマツ之れにヨたき\そしツガ.アカマツ.ヒメコマツの如きは， 更に之れより微弱にして

トドマヘヱプマツは も 甚〈腐何し易すき樹J重なりとすo :;えに前記したるが如き建築土木m材

に費生する 6 f:J]i:の木材腐朽菌を使用したる揚合. 上記の方法及j旧聞に於て失い?とる重量減少率

より算定し?とる耐朽順位に依 れ 本質験に使用し?とる各針葉樹材の耐朽性を最強. 担、 ~I~ 、

弱 . 最賜の 5 階級に分ち 、 各階級陀!臨すコる樹胞を列記すればヨたの如し口而して前記の)J法に操

る耐朽試験に擦りて算定したる重量減少率は事常に一定不蟹のものにあらやして.使!日する木

材腐何菌の種類及賓験の方法祉にJm間の長短叉は使用温度等陀因り多少の相違を来たすは勿論

なるい是等ーの(附" 1:の一定せる場合は大腿に於て其の傾向は相似するものなりとす。

各 r]i: 針葉樹耐朽性比 l院

CO[l]p�l'iEOn of clLlr:tbility of heart-woocl of the various conifel's. 

持I 朽性の階級
Degree of Durability 

樹 Z重

Kind of Wood. 

| 最強 l 強 | 中 | 弱 l 最弱
l¥1ost Durllblc 1 Durable 1 l\1oderaお ILittleDurablel Less Durablc 

カラ'( ;)> 司己 、、、 トド<' ;)> 

ス ギ ツ tl ヱ Y'''';)>
b >々

百ニ ノ キ アカ'7 ;)> 

テ ウセ γ

",,;)> 
、ユメコマツ

三夫Ot:本試験結果を通覧するに 、 各材は腐朽するに従ひ其の重量を減少せしむるものにして之

れが減少率の大小は . 各樹邸:聞に於て大なる相遣のあるものとす. 而して本質験に於てはクロ

マツ心材をも!日ひたるも.本材は茜く多量の樹脂を含有 L . 材は恰も樹IJ旨を以て浸されたるが

如き視ありて之れが絶乾秋態を定むること能はや.従って試験結果を他種材と比較することは

不可能なり し い斯くの如き妖態にあるクロマツ材が単にイテフタクに悶りて大なる腐朽を来

し?とる外 . 他極の腐朽菌Iとよりては甚〈軽f肢に腐朽するか，叉は全く腐朽を*さざることを認

めたり. 而して針葉樹材中特に多量の樹脂を合有する部分が他の個所に比して甚く腐朽し!Ii!gき

ことは巴に SCHRENK， FALCK, HOXIE 氏等に依りて記述されたるj買にして著者の貿験陀於て
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クロマツ材がJUr くの如き結果を示し?とる理由は.樹脂其のものの有毒性に因るものなりや， 叉

は樹脂の矯め腐朽菌の殻育上必要なる水分の法適不可能となる結果に基因するもの友りやは未

だ確定すること能はぎるも.クロマツ樹脂の性質より考察するときは.後者の理由に基くもの

の如く信ぜらる L なり.而して既に述べたる如くナミグタク (Me1叫ius lacrymαn8 Sacc.) f'C就

きでは 3 箇年間に亙り 2 回同一"式践を反復したるも腐朽貰験中初めは菌株旺盛に護育するい

其の後漸::)く衰弱して完全陀護育し能はす九従って之れが賢!強結果を直に他桓腐朽菌と比絞論評

すること能はざるいナミグタクの菌締を接種したる部分は他宿の腐朽菌に見ること能はさやる

迄陀甚く腐何せる鞘より考察するときは.宜験器(三角「フラスコ _1) 内のt条件がナミグタク菌

株の護育 Iて埴常友る揚合は，本菌の鴎何力亦大なるものの如く信ぜらる、備試験材が全く腐朽

を来 3 ざる揚合に於て，賓15余格了後材の絶乾重量が試験fÍiiの絶乾重量に比して.茜く微量 VC増

加を'*せる理由は、 fìJtIW食後に於ける結乾が不充分なるが如く思考せらる L も確置なる事は明言

すること能はや。

VIII. テウセンマツの耐朽性

前記したるが如く， アワセンマツの耐朽性は一般陀はアカマツ. モミ. ツガ等の如きもの

と同等なるが如く考へらるるも、耐朽;剥磁の結果は.ヒノキ及び、スギ材に疋敵する耐朽性を示

したり。而して針葉樹材中に含有せらる L 揮護油の有毒性が材の耐朽性に大なる関係を有す

るものある事は、護に護表したる著者のヒパ揮護油 tて閲する研究及び既往に於ける各研究者の

殻表を見るも明主主るを以て.著者は同材仁llfc多量に71'有せらる揮蛮油に就き、其の有毒性の宮

l強を行ひ?とるいテウセンマツ材の樹脂が木材腐朽菌に特に有毒たる事を認、むること能はさやり

き。然るに L. E. HAWLEY 氏外ご氏の記する所lCiffへば、一般陀耐朽性の大怒る樹屈は，其

の材中 lokj容i主の有毒性物質を有するもの L 如く.之れを例せば耐朽力の犬伝る Chestllut ，

O乱k， Black locust, Red mulbery の如きは多量の水溶性の色素を含み Red-wood は組成不明

なる有色7k~創生物を有するに反して、而J朽性に乏しき Maple， Red alder , Bi rch の如きは耳lfc

1~色にして特別たる性質を有せざるが如きは其の一例なりとす口而して耐朽性の犬伝る材の水

溶性分の有毒性陀閲して 1924 年 HAWLEY， L. F. 氏外二氏は Catalpa 外 9 fÆ:の澗葉樹材よ

り鋸屑を作りて質検し?とる結果.材のi制朽性の優劣の程度は.大館に於て其の材の侵出物の有

毒性の如何を以て之れを比較論評することを得るも.此等の関係は腐朽菌の種類及び、共の他

の傍{干に依りても異なるを以て.正確には之れが論定は不可能たることを結論せり。 1929 年

A. M. SOWDER 氏は Tkt!jα plicata (ìV巴st白rn Red Ceder) の乾燥材及び不乾燥材より冷水及

び熱湯の浸出液を作りマ ツ ラフジ (Lentinus lepideus) を使用して之れが有毒性を除したる

結果心材浸出物は何れも 10% IC於て菌の護育を不良左らしめ.努klて乾材 tて於ける同濃度に於

ては全然護育ぜや特に 50% のものは.培養期間陀於て死滅せる事を認め、且つ材を人エ乾
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燥する こ と陀よ り て . 之れが耐朽性は全然消失せざるか， 叉は消失するも僅少なる程度に止ま

ると結論せり o ;j，くに 1931 年 BRENARD A. ANDERSON 氏は w邸七日1"n Yello¥V Pine (PimlS 

ponde1'OS臼 Lawson) の人工乾燥及び気乾材の心材技に謹材部より鋸屑を作 Þ . チヤカ ヒ ガラタ

ク (Lenzites sepiαria) を使用せる寅験結果に撮れば.各浸出物は何れも相曽有毒性を現はし.

殊陀策乾材の熱湯浸出のものは 10% IC於て巳に僅少主主る有毒性を示し 25， nO， 1 00 の各%のも

のは何れもさを然殻育せす=特に 100% のものは培養後 3 週間にて全く死滅ぜることを認めたり。

尚氏は自然乾燥材よ り の浸出物は ‘ 人工乾燥材のものよりも更に有毒性大友る事質~認め之れ

が理由は人工乾燥により て有毒性分が逸散せるに基くもの左りと推定せり。

以 上記述 したるが如く耐朽性の大なる材中には.木材腐何菌iモ到して有毒なる 7.k ì容性分を含

有することは既往陀於ける各研究者の業績によりて明なるを以て、著者はテウセンマツ材に就

きとれが質践を試みると共l亡 、 一般には問符|生Ii洛除同等と認められ市 も耐朽試験の結果は甚く

テウセンマツ材に劣る . モミ.ツガ.アカマツ材に就きても同一貫騒を質行したり。

寅験 jJ・法

前記各材の気乾j状態に在る心材部より 0.501111. の飾を通したる木材粉沫 250gr・-を平F定 し之

れ陀勲湯 2500cc. をかlへ充分κ撹伴し後 KOCH 氏消毒釜にて蒸し. 冷却後強過し更に 1000cc.

の水を J日ひて残置を洗ひ.此の全路液を盟i氏 70つ以上に上昇せざる如くしておOcr. 迄K蒸費

し?とるものを矧ひたるものにして.之れと全く同ーにして l惟掘過の際力11温せることが異怠るの

みの路液も用意して前記のものと其の有毒性を比較しfこり。市して此の鴻液を婆芽糖寒天培養

基に混じて所要の濃度を作りて馬子と し新に培養し置きたるイテフタクの菌叢を 2mm. 平方に

切 り取りて移値し培養後 9 日に して菌叢の直径を測定して、其の護育の良否を判定し?とるもの

たE り。

備考表中数字は菌叢の直径を mul.にて表はし、+は後育の痕跡を示し、 0は全然後育ぜざること

をき見すものなり。而 してO同は後背ぜざる菌設を新培養基に移して後育するを意味するものに

して 0(-)は後育ぜざる こ t を示す L のなり。

ツガ材に劃する貰験

泌過方法|貨験回数|呑抗 l
Filtration IExperimentl No. I 

波 !えに%)
Concentratﾎon 

f市1 考
Remarks 

に

及
る

の
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ぜ

も
紙
生

の
救
護

有
の
の
り

合
種
菌
あ

μ
他
仰
の

刊
は
ぴ
も

H
 

A
U
 

。(....;.)

7令ま11 il~t 過

Cold Filtraｭ
tion 

。←ヲ

O ~) 

0(-) 
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波 !克 仁予の
Concentrntion 

Filtration IExr.eriment: No. 。 10 25 50 100 Remarks 

1 
一 30.0 23.0 。 +) Oe-) 

2 39.7 34.7 23.0 。 '+) OH 

3 40.1 33.0 26.0 十 OH 

カ11 泌総泡

Hot Filtra- 4 36.0 24.0 + OH 
tion 

第二向 5 39.8 31.0 25.6 。哨 0(- , 

6 39.0 33.0 不明 0 ,+) 。〈→

モミ材に劃す る 質験

苦是 皮tratì く%)Concentrat�on 
| 備考

。 10 25 50 100 I Remarks 

53.5 42.3 23.0 + 50%のものは後育
表へ菌君主の紘甚〈

2 42.5 55.0 42.3 27.0 + 不規則となれり

3 42.7 53.9 44.0 25.1 + 

If~ 1;p ì，忠過

Cold Filtra- 4 49.2 39.0 25.0 I + 
t;on 

! 第二!可 5 40.8 48.2 45.0 26.0 + 

46.9 39.2 27.2 + 

1 38.0 O!-) 

第一同 2 42.0 42.0 31.5 15.0 Or-) 

3 42.5 39.1 33.0 17.2 Of• 

1JII山

Hot Filtra- 30.5 16.1 0<,• 
t�on 

第二 I可 | 5 42.5 不明 30.0 14.5 OE• 

6 42.5 40.3 33.0 14.5 Of• 

アカマツ材に釘する質 股

波Co jえ C% )
ncentr，は; on

古市 昔J手ピ

Filtration IExperill1entl No・ 。 25 50 Remarks 

1 。帥

冷却 1慮 過 i 第一凹 4。凶 40.0 29.8 0 、:+) 0 <,• 

~old Fil tra-! 
tion 

3 39.7 31.2 + OE-J 
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法 l支 0の
Concentration 

侃i 考・

Remarks 

0(-) 

0(-, 

0,• 

0(-) 

0 ,.• 

。(→

OH 

Filtration 
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内
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材
プ
白

一

-
冒石
川
同

リ
ノ

-

寸

・

7

-

y

ｭ

セ
-

フ
-

-
プ
一

備考

Remarks 

+ O!-) 

第一回 2 47.0 不明 + O!-) 

3 45.7 31.3 + OE-) 

冷却制 !
Cold Filtra- 4 31.0 。 OH O!-) 
tion 

第二回 5 46.7 35.0 。 01-1 0(-) 

6 45.9 I 33.1 + 0;-) 0(-) 

1 ~.O 01-1 。←今 0(-) 

第一 回 2 43.7 7.9 O.'H OH 0(--) 

3 42.9 。 。→ 0(-) Or-• 

I-Iot Filtra- 。H O!-) OE-) 

l卲n 
01-1 。{→ 01-1 

OH OH 0(-) 

前記の成績を通覧する t亡、モ ミ及びツガ浸出液は 50% tL於ても菌綜の護育を翻るに釘しm

ア カマツは 255彩 IL 於て1萄締の護育~甚く防止し.殊にカ1\温泌過し?とる ものは 10% Il:て菌締

の護育は阻止され 25% は僅に護育の痕跡を認むるに過ぎ歩。 然るに テ ウセ ンマツは冷却施過
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の 2.5% IC於ては僅に護育の痕跡を止むるのみに して.菌設を形成するに至らや.特i亡力11温砲、

過のものに在りでは 10% ~<::て甚く微小なる菌叢を作り.且つ 25% にては全然襲育せ宇、且つ

菌叢を新なる培養基に移して菌綜の護育を促すも 91問の内僅に 1 伺だけ護育するに過ぎざるこ

とを認めたり.即ちテウセンマツの心材中には.モミ.ツガ.アカマツと異友る 7J，ì容性の有毒

性成分を含有すること明かにして.著者が貰験室内に於ける耐河市:\.(~~に於て，テウセンマツ材

が前記の材に比して.~かに耐朽性の強大なるは上記の理由に悶るものにして.該材が直接雨

水又は流水の作用を受くる揚所1<:: 使用されたる揚合、其のiJ1fJ朽 I主の強大主主らざる理由亦上詑の

事置に基悶するもの友るぺ Lo 而して前記の寅験の凡ての揚合に於て同一種材に於ても力11温(店

過液が冷却抱過液に比して常に其の有毒性の大なる亦水溶性の有志性物質が材中に存在するを

意味するもの充足り。

IX. 試験結果の摘要

市i記のfjit!!l金結果を摘録すれば弐の如し口

( 1.) 針葉樹材中耐朽性の最強なるはヒパにして.カラマツ.スギ.ヒノキ.テウセンマツ之

れに次ぎモミ.ツガ.アカマツ、ヒメコマ γの如きは、腐朽甚くトドマツ.ヱゾマツは最腐tÎj

L易 し。

( 2.) 寛験に供したる 24 極の木材腐何菌中ヒパ材に護育して之れを腐何せしめたるものは.

エゴノキタケ.毛ンパタク.ニクウスバタク.ツガサルノコシカク.イテフタうーの 5 極にして

他の 19 種のものは全然護育せ守口

(3. )スギ材は各種の腐朽菌に釘して耐朽性甚く大なるもワタグサレタクには極めて腐朽し易

し。

( 4.) アウセンマツは一般にはアカマツ.ヒメコマツ材と其の耐朽性同一般怒るが如く信ぜら

る\ Ð. 此れが性質は謹カ、に強大K して，其の理由は材中に木材腐朽菌に}tiL. 有毒たる 7kì容

A性物質を含有する tて因る O

( 5.) 自然l乞於てi問葉樹材にE芝生する '1荷朽菌類は一般に針葉樹材には腐朽力甚〈微弱なるい

エゴノキタク.モンパタナ.ニクウスパタクの 3 腐朽菌は釘葉樹材腐朽菌と IDtt腐朽し能ばざる

もの多きヒパ材をも腐何せしむるものなり。

( 6.) スヱヒロタナは菌訴の褒育旺盛にして、木材の僅少の亀裂部にも菌盟を蛮達せしむるも

腐朽力は極めて微弱なり。

( 7.) 木材腐朽閣の腐朽力は腫類によりて極めて差遣あるものに して針葉樹材に到して、ワタ

グサレタ夕、ツガサ Jレノコシカクは其の腐朽力極めて強大にして.ナミダタクの腐朽亦大なる

がま口し。

ぐ 8.) 生立木の心材を腐朽ぜしむるツ ガサ Jレノコシカク . マスタケ，カイメンタケ、マツ ノカ
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タハタク菌に因る質験室内の腐何力は.キ日首犬伝るを以て. i熱澗なる個所のm材中に斯くの如

き菌の被害部が残留するときは其の被害部は漸次進展するもの L 如し。

X. 附- 園説明

第1 岡建築土木m材に費生す 6 極の腐朽菌に封す各材(心材)の腐何i伏態(黒紘の長きもの

程腐朽大なるもの〕

第 2 国 各種木材腐何菌がヒパ材に蛮生せぎる欣態(三角嘩中の黒色を呈する ヒパにして同材

には菌税金〈護育せや(唯エゴノキタタの菌紛の費生せる に注意)

第 3 困 A. ヒパ外各種材に殻生したるイテフタク菌締

B. ネンドタクの形成する特異の菌来事居(黒色網欣のもの)

C. テウセンマツ.アカマツ.モミ.ツガ各材浸出物のイテフタタ菌綿の護育に及除

す影響

1. (テウセ ンマツ) 2. (アカマツ) 3. (モミ) 4. (ツガ)
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Laboratory Tests on the Durability of Japanese Coniferous 

Wood Used in Structural Service Against Various 

Species of Wood-Rotting FUl1gi. (R�3um�) 

By 

KIMIZO KITAJIMA. 

Our present koowle正1ge on 七he durabi¥ity of japanese COJ世ero08 wood l悶J ill 

structural service depenc1s f or th日 most part upon 七he experience of th巴ir lives unJer 

service cond iもion. This ('onc日'pt ion was takell maiJlly from structural 七imber in contact 

with the soil, or the st1'inge1' which is resting directly on 白日 soil froJl1 t�O to three inch巴s

tbick, but the durahility of wood offers great variatiolls accorc1ing to the environmental 

factors in the differen七 pl aces \\'he r白 the woods a1'e serv ieed, and we c乱11 easily recogllize 

that the wood in warrn allc1 humic1 places, for ex乱mple ， frequently causes 1110re rapid c1eｭ
terioraもion than those of cooler and less moist placω It is, thel'efore, unreasonable to 

determine the durability of ,,'ood comparing with mel'ely the results on natural dnrahility 

in different cOllditions. 

From the reaSOl1 abo¥'e mentioned , 1 have ca1'ried Oll七 th日 laboratory 七ests ， under 

controllillg the temperature and humic1 conc1itions. The durability tests in this method 

offer advantages of sevel'e exposme und白r comparatively hi畯h temperature and humidity 

and of c1irect comparison of 七he relati ve resist乱nce between the ,,'ood anc1 the f unglls , 

The presen七 pap巴l' d白als wi th the r・esult8 on the relative durability tests Oll 11 speｭ

cies of japanese coniferolls wood and comparison of destrω七ive power of 24 species of 

wood-roもti Jl g fungi found vel'y COfl1mon on structLlral wood, and timber iJl the forest. 

Of 七he唱e fllllgi 14 species al'e well koown as destroyer of broad-l日ave-1 wood and 10 

species are knO� to l'ot of couiferou日 wood in natural conditions. 80 far as knowJ1 

there h肌a\刊 b巴旬悶臼剖n 川 at悦もempt臼s 古ωo deter叩' 1川n吋1

1'10∞od by mem口IS of h乱tboratory te店叫ts丸， al口Jd this p乱perじ， perh乱，p8叫， \\i、けi ll 1】白 tb巴 五rst on白 ou the 

lines which th巴 japalles白 d必i ff品包匂ere閃附.喝e口川t wood 0 臼悦er toward d必iff花h加er甘l'削.

The 白 fu凶n暗gi 刷d japanese conife1'olJs woods used in 町田periment are as follo¥Ys:-

8pecies of coniferous wooc1s. 

Scientific l1ame. 

1. C?'yptonlm噌ict j(伊On1 C臼 DOll .

2. Chαmaecyparis obl11SαS. et Z. 

3, Abies firmαGord. 
4 , Abies sαchαrinensis Mast. 

5, TS11gα-Sieboldii Carr. 

6. Fiml8 dens析。rα S~ et Z. 

7, Lαn'z lそptol，伊is 8. et Z. 

8. Finus pαrωijlorα8ieb ， et Zucc. 

9, P;nus I{ω・αien8Ís 8. et Z. 
10. Pimls ajanensis Fish. 

11. Tlngopsis dolαb? 'αtα 8. et Z. 

J apunese name. 
Sugi. 

Hinoki. 

Momi. 

Todo・matsu ，

Tsug乱.

Aka-matsLl. 

Kara.matsLl. 

Himeko・rnatSLl.

Cbosen-rnatsu. 

Ezo ・111aおu.

I-liba. 
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8pecies of Fungi. 

Scientific llame. 

1. Polysticttl8 versicolol' Fr. val'. nigr- icαns Lash. 

2 Polystictω Per・soonii Fr. 

3. P. mngui1W'uS Frie;;:. 
4. P. hirSldus Fr. 
5. P. ve1'sicolor・ Fr.

6. Polypo1'ω illicicola H巴ll]].

7. P. sulphtll'e'us Fr. 
8. P. labαcin'Us Fr , 

!-l. P. gilvlls Schw. 
10. p , schweinfzii Fr , 

11. 1る1' 1(1 vapo)'α1'iα Pers 

12. 11・α.mefes viltαtαBerk ， 

13, T. pini Fl・-

1-L Fomes pinicolαFl' 

15, F. αppla. natωPers， 

16. F. fOinent包，1'i'UB Fr. 

17. L印zites sllbfen'u gilleαB日rk.
18. L. slyrαc inα Hellll. et Shil・ ai.

19. L. Yoshinαgαi Lloyd. 

2:}. L. αbietina Fr. 

21. L. bctulinCl Fr. 

22. Schiz勾~hyll'U1n commune Fr. 

20. Irpex consors Berk. 

2l Paxillu8 pαn1lOides Fr. 

J apaneEe name. 
KlIrokumo-take. 

Rengua-take 

HiÍl・o-take

Arage-kawara-take 

Iζawara-もake

Daidai-take 

M乱su-take

Ebiーもake

Nendo-t乱ke

Iξaimen-take 

Watagusare-take 

Monpa-take 

Matsuno・kataha-take

Tsuga-mrunokoshikake 

K ofu ki-sarunokoshikake 

Hokuchi-take 

Hirobano ‘ ki-kaigal'a-take 
EgoDoki-take 

Hi mesb iro-kaigara-take 

Kogeil'o-kaigara-take 

Kaigara-take 

SlIehiro-take 

Niknusubかtake

1cbo-take. 

Test blocks were cu七 2 x l xGClll . (llearly quuter-sawed) from the hefll't wood, free 
from all defects, with c:ose attention. 111 ord日r to detern ,ine the actual 108日 in ,,'eight 
from Llecay, the tesむ block8 were driecl in vaclI rn-dri巴1・ to absolute dry-condition alld もhen

weighe-l dOWll to two places of decimals. A t the end of a year th巴 test block8 were 

drierl again in the simillar manner, the resulting weights C'ompared with thc originuL and 

ca.lculated tbe pel'Cent乱ge 108s, baEed 011 the dry \\喝ight of the SOLlncl condition. 

In l11y exper七nent 300 cc. ErlenIrleyer flasks ¥¥'el'e prepared as follows: 25 gl加115

of the b巴ech PO\\由red wood, in air dried cOlldition , were placed in Hasks，乱nd 70-80 cc. 

of distilled water was added to supply 1lI0isture to b10cks to keep the optirnum conditiOl1 

of 1l10isture for f'llngl1S growth, and tben mixed tho~oughly. Tbe test b10('k8 \\'eγe insertecl 

f'or about one fOl1rth into this moist ¥¥'oocl powdp1'. 

The flasks wel'e もhen もightly plagged with cotton und st日 l'ilized abOllむ 30 minutes 

in the autclave, withouも pl'essure， fol' three 8uccessive da.ys. 

Aft巴1・ ste l'i1izatioll, the test blocks wer・巴 inoculated with the fragmellts of oulture of 

each fungus growing 011 七be Soya-Agar. The flasks wel'e incubate(] for・ 25'C. during 

\"i nte l', while tbey were kep七 in room teωperature at suml1ler tim巴， alld ex乱minecl 乱七 the

enrl 曻 the ye:u-in 乱bove mentioned mallller. 

The results of my expel'iment will be concluded as follows. 

(1) Of the coniferous wood used in l11y experim匂nt 7.九~!jopsís dolαb? ・dαgrowi ng in 

AOlllori Prefecture wel'e proved the rn03t bighly durahle under favoura.ble conditioll to 

decay, wbile Abies sαczωrinensis， Pin-us aj・anensís wcre quite perishable under the sallle 

conditions : LClTix leplolepis, Cr'yptomeriαj句Jonica ， Chαmαecyparís o~tωα， Pil!'us J(orαt・
6叩s were very d町ab!e， bl1t Abies fir.mα， 'lS'uga Sieboldii, Pi・1ntS densifioTa, Pin悩 pa仰が101'α
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乱1・巴 less durable. 

(2) Lenzites sty1'αcina， Tl'a押~etes vitlαfα， I1'pex conso?'s, F1側es pinicolct, Paxilltl3 仰nuo・

icle8 attack tbe wood of '1九u，jop8is dolabrαta respectively, but 1 was unableωrecognized 

tbat all 凶日 otber fungi used in my experim巴nt sbow signs of growtb ou test blocks, and 
upon testing the fragment of cnlture, it was found that the fungi ¥¥"e1'e died. It is of 

mucb economic impo1'・ tance and of very inte1'esting fact. 

(3) Although the wood of C?'yptomm・ω japonicαis very clurabl白 against all wood-l'叫t

ing fungi , ye七 iむ is especially su即日ptible to Po?'Íα Vap01'a?匂 which is known to be 

prevalent on telegraph pole. 

(4) It is generally believed もhat the durability of P;ntl8 I{í_ω叫制的 is the same order 

as the Pinu8 dens仲間 and P. 1)α，1'v併01'α， but it 、v加 proved もha七 th日 wood is very durable 

by my laboratory test. It is due to the fact もhat the water soluble matel'ial containing 

in the beart wood is particularly toxic to tbe wood-rotting fungi. 

(5) On tbe wbole, the fungi wbich att乱ck the broad-leaved wood in natural conditions 

can hardly infect the coniferous wood, bn七 Lenzites sty1'acinα ， Trαmetes vittata, I1'pe:官

ωn801'8 are destl'ωtive to th巴 wood of Tkujopsis dolabratαwhich is bighly durable to many 
species of wood-rotting fungi. 

(6) ゴ h日 mycelial g1'OW七h of SCh7'zophyllωn commune is very violen七 and develops its 

fruitin g-borly, even in 吐1日 srnall cr日vices of woo:l, but little destructive もo a1l species of 

wood. 

(7) The de明tructive powe1' of all wood-rotting fungi is 110t the same among tbe diffeｭ

rent fungi; 白川 is Rω・何凶p01'a?'ia， FO'Iηe8 pinicolα 乱1'e par七icularly destrL1cti ve and rapid 

growing organism w七ich attack many species of conifel・ous wood. On tbe cont1'a l'y, 
Lenzite8 8叫た1'1''U〆n印， POly8tict'U8 Pe?'800nii are no七 FO destructi ve・

(8)τbe c1estroyed lesions of li ving tl'ee attacked by Fc側es 仲間olCt， 品lypo?''Us 8tdphll-
1'e1l8, p , echweinitzii ancl '1干αrnetes pini appears to clev巴lop gradually in the casa of using 

it in poor velltilation and hl1ll1id places. 

Illustration of Plate , 

Plate 1. Durability of conifel'ous heart-wood which is used in stl'uctural sel'vice against 

6 species of conifel'Ol1s wood destroying fuugi. (It denot巴s the longel' a black 

heavy line is tbe less durable it is.) 

Plate II. View of no signs of mycelial gl'owth of each fungus Oll the woorl of Thujopsis 
dolabm'α. (The wood of Thtl}Opsi8 dolabTαfα is black in ∞lour alld is not 

1・e ::ognized of aL1y mycelial growtb, but Dote 七he growing the mycelium of 

Lenzite8 Etymcinα.) 

Plate III. Fig. A. Mycelium of Paxill'us p仰匂oides growing on むhe ¥¥'ood of 刀吋opsis
dolαbmtαand otbel's. 

Fig. B. Bl'own net-like mycelial , layel' of PolypO?"us gilvus formed on" the tesむ
blocks of conifel'ous wood. 

Fig. C. E偽ct to the mycelial growth of Rαxilltl8 Pαnuoides of water solubl日

extractives of Pi山s I(omiensi8, P. dens'ijlω'α， Ab-iesfim叩乱吋 Ts吋α Sieboldii ，

(1) PimlS j(Ol'G出
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